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表紙の写真
「大湯温泉スキー場につくられた
　　　　雪洞の中の子どもたち」

雪洞の思い出はいつまでも



※最高積雪は小出観測所の数値

特 集

①３８豪雪で屋根近くまで雪に埋まった家屋（羽根川住宅付
近）②５６豪雪の大倉雪崩で夜を徹しての救出作業（昭和
56 年 1 月 7 日）

①

①３８豪雪で、屋根付近まで雪に埋まった道を歩く人たち（昭
和 38 年・小出）②大倉雪崩の救助は、約２００名体制で夜
を徹して行われた（昭和 56 年１月 7 日・大倉）③道路は雪
で埋まり、人が歩ける場所は「雁

が ん ぎ
木」と呼ばれる商店街の軒

下のみ（昭和 25 年・羽根川）④排雪によりコシキで見事
に積み上げられた雪山。それはひとつの職人芸と言われた。

（小出）⑤崖の立木から胴
どうたい

綱をとり、アイ（表層雪崩）の危
険のある雪

せ っ ぴ
庇を落とす命がけの除雪（広神）

※本特集の写真引用の参考文献は２４頁に記載してあります。

雪
と
暮
ら
し 

雪
を
活
か
す

　「
お
よ
そ
日
本
国
中
に
お
い
て
、
第
一
雪
の
深
き
国
は
越
後
な
り
と
古
昔
も
今
も
人
の
い
ふ
事

な
り
」。
雪
国
の
生
活
を
描
い
た
鈴
木
牧ぼ

く
し之
の
名
著
『
北
越
雪せ

っ
ぷ譜
』
に
も
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
私

た
ち
は
先
代
よ
り
日
本
有
数
の
豪
雪
地
帯
で
、
雪
と
寄
り
添
い
暮
ら
し
て
き
ま
し
た
。

　
生
活
に
不
便
を
か
け
、
時
に
は
事
故
や
災
害
を
も
た
ら
す
「
雪
」。
時
代
と
と
も
に
克
雪
の
技

術
が
進
み
、
現
代
で
は
先
人
が
培
っ
て
き
た
利
雪
の
知
恵
が
再
び
脚
光
を
浴
び
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
の
克
雪
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
貴
重
な
地
域
資
源
「
雪
」
の
可
能
性
を
探
り
ま
す
。

年代 最高積雪 主な出来事
昭和４年 ３９１㎝
昭和９年 ３７８㎝ 入広瀬村五味沢で雪崩が発生し家屋全壊（死者６名）

小出町本町通りで流雪溝の使用が始まる
昭和１１年 ３９７㎝ 葎沢地内で表層雪崩が発生（住家３戸全壊・死者７名）
昭和１３年 ３９１㎝
昭和１５年 ３１５㎝ 今泉の平地山で雪崩が発生し、北越水力電気工事の飯場が倒壊（死者１５名・重軽傷１１名）
昭和２０年 ４４０㎝ 戦争末期、男手が少ない中の豪雪に各地で除雪に苦労する

越後須原駅では積雪６ｍ１０㎝を記録し、只見線が１月１日から４月３日まで停止する
大白川では積雪が７ｍを超える

昭和３２年 ３３９㎝ １０月１０日に初雪があり、稲刈り途中に雪が積もる
昭和３６年 ３２７㎝

（３６豪雪）
只見線が１２月３０日から１月８日まで停止し、物資の運搬に「ソリ」が使われる

昭和３８年 ２９９㎝
（３８豪雪）

福山新田は約１か月間孤立し、自衛隊のヘリコプター救助が出動
入広瀬駅から柿ノ木駅まで約 400 人規模で鉄道除雪が行われた

昭和４９年 ２７５㎝
（49 豪雪）

昭和４０年代 市街地のほぼ全域で流雪溝網が整備される
各地で消雪パイプが整備され、雪上車による圧雪から無雪が進む。
守門村には第１号のロータリー車が入り、国道中心に威力を発揮する。（昭和 46 年）

昭和５６年 ３７５㎝
（５６豪雪）

大倉で大規模な表層雪崩が発生。幅 200 ｍに渡り 4 ｍもの積雪が鳥屋ガ峰を滑り落ち、
民家等が被災（住宅４棟、作業所等４棟全半壊、死者８名）
下折立ナメトコ山の表層雪崩で「南山荘」が被災（建物損壊、死者６名）

昭和５９年 ３４０㎝
（５９豪雪）

奥只見降雪観測所開設以来の１シーズンの最高の累計降雪量３６.43 ｍを記録

平成１８年 ２９１㎝
平成２３年 ３０１㎝
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②

の
瀬
か
ら
降
り
続
い
た
ド
カ
雪
は
、
新
年
に
入
っ
て
か

ら
も
止
む
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
し
て
１
月

ア
イ
（
表
層
雪
崩
）
の
恐
怖
～ 
大
倉
大
雪
崩
を
語
る 

～

魚沼の豪雪の記録

佐藤敏
としはる

治さん（８８歳）は、
雪崩の被災現場を脇に当時を
振り返る。

③⑤

７
日
の
未
明
、
白
魔
が
「
ド
ー
ン
」
と
い
う
地
鳴
り
を
伴
い
、

正
月
気
分
も
さ
め
や
ら
ぬ
集
落
を
襲
っ
た
ん
で
す
。

　
「
大
変
だ
。
ア
イ
が
村
を
飲
み
込
ん
だ
」。
当
時
、
大
倉
区
長

で
あ
っ
た
私
の
家
に
、
近
所
の
人
が
飛
び
込
ん
で
き
ま
し
た
。

現
場
に
駆
け
つ
け
た
私
は
、
家
が
一
軒
も
見
当
た
ら
な
い
雪
野

原
の
惨
状
に
言
葉
を
失
い
ま
し
た
。
す
ぐ
に
消
防
団
が
集
ま
り
、

立
木
や
地
形
を
頼
り
に
厚
い
雪
を
掘
り
起
こ
す
救
助
作
業
が
始

ま
り
ま
し
た
。
一
人
ま
た
一
人
と
遺
体
が
見
つ
か
る
中
、
布
団

の
下
か
ら
奇
跡
的
に
佐
藤
久
一
郎
さ
ん
が
救
助
さ
れ
た
時
は
、

皆
が
胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
雪
崩
で
犠
牲
に
な
ら
れ
た
８
名
も
の
方
々
の
ご
冥
福
を

心
か
ら
お
祈
り
す
る
と
共
に
、
こ
の
教
訓
を
後
世
に
語
り
継
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

年

雪と暮らし 雪を活かす特
集

④



浅雪や凍った雪道で使用された下
駄。滑らないよう歯先には釘打ち
がしてある。

小型のソリは子どもの冬場の遊び
道具として、大型のソリは排雪や
春の「ボイ（薪木）出し」として
使用された。

雪かき板で昔のスコップ。平らな
板の表面には雪が付着しないよう
ロウが塗ってあるため、上手に雪
かきするには技術を要した。

軽くて雪に滑らない構造だが、ワ
ラの消耗が激しく１シーズンに２
～３足は必要であった。

雨や雪が撥
はっすい

水性のあるワラの繊維
に沿って流れていき、内部にしみ
こまない構造。温かい上、通気性
が良く中が蒸れない優れもの。

雪上で足が埋没してしまわないように
用いられたカンジキ。それを更に大きく
し、深雪での浮力を高めたものがスカリ。
先端の紐を手に持って使用する。

コ
シ
キ

雪
下げ

た駄

ソ
リ蓑

み
の

ス
カ
リ

カ
ン
ジ
キ

①

ワ
ラ
ぐ
つ（
ス
ッ
ペ
）

前
か
ら
昭
和
３０
年
代
ま
で
は
流
雪
溝
や
消
雪
パ
イ
プ

が
な
い
時
代
。
雪
か
き
は
本
当
に
大
変
で
し
た
ね
。
当

時
、
屋
根
か
ら
降
ろ
し
た
雪
は
家
の
周
り
に
コ
シ
キ
で

積
ん
で
い
き
ま
し
た
。
次
第
に
そ
の
雪
は
壁
に
な
り
、
つ
い
に
は

屋
根
よ
り
も
高
く
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
今
度
は
屋
根
か
ら

雪
を
壁
ま
で
放
り
投
げ
た
り
、
コ
シ
キ
に
乗
せ
地
道
に
壁
の
上
ま

で
運
び
ま
す
。
厳
冬
期
に
家
に
入
る
時
は
、
ま
る
で
「
ほ
ら
穴
」

を
下
っ
て
い
く
よ
う
な
感
覚
で
し
た
よ
。

　
特
に
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
昭
和
２０
年
の
豪
雪
。
平
屋
だ
っ

た
家
が
雪
で
つ
ぶ
さ
れ
な
い
よ
う
、
屋
根
の
雪
下
ろ
し
を
１７
回
も

し
ま
し
た
。
電
柱
は
て
っ
ぺ
ん
ま
で
雪
に
埋
ま
り
、
堀
之
内
の
本

町
通
り
は
雪
か
き
の
雪
壁
が
高
く
積
ま
れ
、
道
路
の
往
来
が
で
き

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
雪
壁
に
１０
ｍ
間
隔
で
穴
を
掘
り
そ

こ
か
ら
向
こ
う
の
店
ま
で
行
っ
た
ん
で
す
。
今
か
ら
は
、
と
て
も

想
像
で
き
な
い
光
景
で
す
よ
ね
。

　

当
時
は
ど
こ
の
家
に
も
囲い

ろ

り
炉
裏
が
あ
り
、
そ
こ
に
家
族
分
の

ス
ッ
ペ
（
ワ
ラ
ぐ
つ
）
が
干
し
て
あ
る
の
が
冬
の
風
物
詩
で
し
た
。

林  辰
た つ え

英  さん
（９５歳・堀之内東町）
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雪
国
の
大
先
輩

　
雪
か
き
を
語
る

戦卸
し
た
て
の
ス
ッ
ペ
は
温
か
い
の
で
す
が
、
古
く
な
り
ワ
ラ
が
こ

す
れ
て
水
が
す
ぐ
浸
み
る
よ
う
に
な
る
と
、
素
足
に
は
こ
た
え
ま

す
。
ワ
ラ
く
ず
を
中
に
敷
き
詰
め
大
切
に
履
い
た
も
の
で
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
中
学
生
ぐ
ら
い
に
な
る
と
、
屋
根
に
上
が
り
雪

下
ろ
し
を
手
伝
い
、
大
人
た
ち
は
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
学
校
に

行
け
る
よ
う
、
ス
カ
リ
を
先
頭
に
カ
ン
ジ
キ
隊
が
後
に
続
い
て
通

学
路
の
道
付
け
を
し
ま
し
た
。除
雪
の
設
備
や
道
具
が
貧
弱
な
分
、

家
族
や
地
域
が
協
力
し
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
時
代
。
豪
雪

が
人
の
結
び
つ
き
を
強
く
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

•

鳴
倉
山
に
三
度
雪
が
降
る
と
里
に
も
雪
が

降
る
。

•

米
山
、
黒
姫
山
、
八
海
山
が
一
緒
に
初
雪

が
降
れ
ば
大
雪
。

•

冬
空
に
大
音
響
の
雷
が
あ
れ
ば
大
雪
の

兆
し
。

•

カ
エ
ル
が
初
冬
に
土
の
中
に
深
く
冬
眠
す

る
と
大
雪
、
浅
い
と
少
雪
。

•

カ
マ
キ
リ
の
卵
が
高
い
所
に
あ
れ
ば
大
雪
。

•

カ
モ
の
大
群
が
早
く
来
る
と
雪
が
早
い
。

•

モ
ズ
が
餌
を
高
い
枝
に
刺
し
て
お
く
と
き

は
大
雪
、
低
い
と
き
は
少
雪
。

•

ヤ
ツ
デ
が
早
く
開
花
す
る
と
、
そ
の
年
は

雪
が
早
い
。

•

傷
が
痛
め
ば
雪
が
降
る
。

•

腰
が
冷
え
る
と
き
は
翌
日
は
雪
。

　テレビもなく天気予報の精度も低かった時代には、厳し
い冬を生き抜くため「ことわざや言い伝え」が広まってい
ました。魚沼の先人の知恵と経験の一部をご紹介します。

※「湯之谷のあゆみ」より一部抜粋

魚

雪と暮らし 雪を活かす特
集

①山笠に蓑
みの

を羽織りコシキを使う雪かきが昭和３０年代頃まで続いた。（守門）②冷蔵庫がない時代、雪は重
宝され各地に雪室がつくられた。巨大な雪山をワラや茅

かや
で覆い、夏場まで食料などを冷やした。（十日町市）

③外作業ができない冬に、男衆は１年間で使用するワラの生活用具を作った。（広神）
④冬仕事でつくったワラ用具を、いっせいに雪にさらす。強度が増し、長期間の使用に耐える用具にするため
の生活の知恵。⑤「コウゾ」の木の皮を編んで雪上に置く「雪さらし」は和紙づくりの大切な工程。雪が皮に
含まれる灰汁を吸い、真っ白な皮へと変える。（広神）

雪
と

  

寄
り
添
う
沼の冬の歴史を紐解けば、除雪に苦しめられながらも、創意工夫で雪を活かし雪と
寄り添うように暮らしてきた生活が見えてきます。先人の知恵や民具、当時の雪か
き経験等を通じ、昭和３０年代頃までの続いた冬の生活の一部をご紹介します。
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機械除雪
でどかす

１進歩

画期的な除雪 の進歩

●除雪ドーザ車
道路の幅を確保するため、
まずはドーザ車で道路端に
雪を寄せる。寄せられた雪
はロータリ除雪車で排雪場
所へ飛ばす。

●小型ロータリ除雪車
歩道や幅の狭い道路の除雪を行う。

分の除雪隊は２８歳から６３歳までの１４名の
除雪オペレーターで編成されています。各オペ
レーターは雪を飛ばす場所や雪に隠れた障害物

●ロータリ除雪車
回転式の羽根を用い雪を吹
き飛ばし広い道路を除雪す
る。排雪場所がない場合は、
前方に雪を出しながら排雪
場所まで雪を送る。

 冬場の生活を快適にした設備を追う！

井
上
土
建
工
業
㈱　

市
道
除
雪
隊
長  

飯い
さ
は
い
酒
盃 

雄
太 

さ
ん

一旦雪が降り出せば、
除雪車を整備している
暇はない。雪が降らな
い合間を見て、入念に
整備をする隊員。

など除雪路線を熟知する必要があるため、原則、各自が
決まった路線を、決まった除雪機で行います。
　ロータリ除雪車は感覚で進んでいるのではなく、道路
脇に立つ除雪用ポールと除雪車のロータリ上に伸びる

「雪切り板」と呼ばれる機器を一直線に合わせるように
除雪をしていきます。これが、ぶれずに真っすぐ除雪で
きる秘密なんですよ。いったん大雪になると、帰りも遅
くなり家の事がおろそかになってしまいます。今年１月
中旬の大雪では、自分の家の雪下ろしが心配になり数日
ぶりに帰ってみたら、家内が屋根に上ってました。（笑）　
　雪が片付いたばかりの除雪車の真後ろを、一般車が付
いてくる時は、「ひゃ」としますね。バックモニターや
ミラー等で安全管理は十分行っていますが、除雪場所に
よっては除雪車がバックすることもしばしばありますの
で、除雪車とは十分な車間距離を空けてください。

自

時 間 業 務 等
０：００ 起床。パトロールを行い、１０cm 以上

（市除雪基準）の降雪があれば隊員へ招
集をかける。降雪状況は主観的判断に
ならぬよう確実に写真に記録を残す。

１：３０

７：３０

除雪隊員が集合し、１回目の除雪を開
始。市民の通勤時間までには道路除雪
を完了する。

７：３０

１１：００

道路脇に寄せた雪を片づける。
終了後、朝食をとり、しばしの休憩。

１１：００

１７：００

２回目の除雪開始。市民の帰宅時間ま
でには道路除雪を完了する。
終了後解散。

～

～

～

これがロータリ除雪車
の車内。必ず２名体制
で除雪を行い、雪壁に
近い左席に運転担当、
右席にはフライヤー等
の操縦担当が座る。

　昭和３０年代より機械除雪は急速に進歩しました。冬場の生活に支障を
きたさぬよう、現在、市では保有する７５台もの除雪車で約２４６ｋｍに
渡る市道除雪を行っています。除雪車に係る経費の合計を単純に除雪路線
の延長で割ると「１シーズン１ｍ当たり５，０００円程度（除雪・排雪含む）」
の費用がかかっています。

流
水
部
分
に
特
殊
な
塗
装
を

す
る
こ
と
で
、
流
雪
能
力
が

２
倍
以
上
も
向
上
し
た
「
塗

装
流
雪
溝
」。
少
な
い
水
量

で
も
威
力
を
発
揮
し
ま
す
。

　
昭
和
９
年
の
冬
、
小
出
島
の
有
志
に
よ
り
本
町
通
り
に
佐
梨

川
か
ら
灌か
ん
が
い漑
用
水
を
引
き
入
れ
、
屋
根
の
雪
等
を
流
し
た
の
が

流
雪
溝
の
始
ま
り
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
流
雪
溝
は
昭
和

３０

年
代
か
ら
普
及
が
加
速
し
、
消
雪
パ
イ
プ
や
機
械
除
雪
な
ど
の

設
備
と
組
み
合
わ
せ
、
除
排
雪
の
効
率
を
大
幅
に
上
げ
冬
場
の

生
活
を
よ
り
快
適
な
も
の
に
し
ま
し
た
。

　
家
屋
が
密
集
す
る
市
街
地
の
除
排
雪
効
果
や
、
勾
配
を
利
用

し
た
安
価
で
環
境
に
優
し
い
設
備
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
流
雪
溝

は
県
内
や
北
陸
・
東
北
・
北
海
道
な
ど
の
豪
雪
地
帯
に
広
ま
っ

て
い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
現
在
に
至
る
ま
で
、
流
雪
能
力
を
向

上
さ
せ
る
た
め
の
様
々
な
工
夫
が
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

流雪溝
に流す

２進歩 小
出
発
祥
！

水
路
脇
に
管
理
用
通
路
を
設

け
分
流
調
整
や
流
雪
の
閉
塞

処
理
に
対
応
が
可
能
な
「
大

深
度
流
雪
溝
」。
増
水
時
に

は
排
水
路
と
な
り
ま
す
。

各
町
内
へ
の
微
妙
な
水
量
の

調
整
が
こ
こ
で
行
わ
れ
ま

す
。
操
作
は
安
全
管
理
を
熟

知
し
た「
水
門
操
作
員
」が
、

毎
年
秋
口
に
行
い
ま
す
。

小
出
で
流
雪
溝
が
発
祥
し
た

こ
と
を
記
念
し
、
平
成
５
年

に
建
立
さ
れ
た
「
流
雪
溝
記

念
碑
」
は
ど
こ
に
あ
る
で

し
ょ
う
か
？

佐
梨
川
よ
り
取
水
さ
れ
た
水

流
は
小
出
市
街
地
を
巡
り
魚

野
川
に
合
流
し
ま
す
。

（
今
回
取
材
し
た
流
雪
溝
は

長
八
川
水
系
で
す
）

知られざる

流雪溝の世界に

ご案内します

５６
豪
雪
の
年
に
生
ま
れ
た

　
　
秘
書
広
報
係
の
森
山
豪ご

う
せ
つ雪
主
任
が

　
　
　
　
　
流
雪
溝
の
内
部
を
潜
入
取
材

くわしくは３１頁の市報
クイズをご覧ください！

ここ
で

問題
！

飯酒盃隊長の　除雪に密着
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を
暮
ら
し
に
活
か
す

①自然落下の雪は次々と地下の雪室にたまる。
②雪室内部の様子。春には約 70 立方メートル
のこの空間が 35 トンもの雪でいっぱいに。
③ダクトが集中する点検室。雪室の冷気はダク
トを通じ各部屋に送られる。④雪室の隣の低温
貯蔵庫では、お米や野菜、飲み物などが冷やせる。
夏でも気温は５℃～１０℃程度に保たれ、湿度
も一定であるため、食品の鮮度が維持される。

　
元
々
、エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
に
関
心
が
あ
り
、

家
を
新
築
す
る
に
際
に
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

活
用
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
県
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
、
自
分
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を

設
計
に
加
え
ま
し
た
。
山
良
工
務
店
さ
ん
と

相
談
し
な
が
ら
試
行
錯
誤
で
完
成
し
た
実
験

住
宅
の
様
な
も
の
で
す
。一
番
工
夫
し
た
点
は
、

自
然
落
雪
を
活
用
し
た
こ
と
。
雪
が
屋
根
か

ら
雪
室
に
落
ち
る
た
め
、
雪
を
集
め
る
除
雪

機
の
購
入
費
や
燃
料
費
、
更
に
は
運
転
で
発

生
す
る
二
酸
化
炭
素
を
削
減
で
き
ま
し
た
。

　

実
際
に
居
住
し
実
感
し
た
の
は
室
内
の
心

地
よ
さ
。
室
内
温
度
は
27
度
位
で
す
が
、
湿

度
が
40
％
程
度
と
低
く
な
る
た
め
、
部
屋
中

が
爽
や
か
に
な
り
、「
高
原
の
様
な
空
気
」
に

感
じ
ま
す
。
夏
場
の
電

気
代
は
大
幅
に
下
が
り

環
境
や
家
計
に
優
し
い

住
宅
で
す
が
、
得
ら
れ

た
も
の
は
そ
れ
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
勢

の
人
か
ら
こ
の
家
を
見

学
し
て
も
ら
い
、
人
の

輪
が
広
が
り
、
子
ど
も

た
ち
は
環
境
学
習
を
体

感
し
な
が
ら
成
長
で
き

ま
す
。
雪
利
用
住
宅
が

人
生
を
面
白
く
し
て
く

　

雪
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
住
宅
は
、

特
に
難
し
い
工
法
は
用
い
ず
、
市
販
の
部
材
で

建
築
が
可
能
で
す
。
仕
組
み
は
単
純
明
快
で
、

ダ
ク
ト
で
各
部
屋
と
雪
室
を
つ
な
ぎ
、
部
屋

の
熱
く
湿
っ
た
空
気
を
フ
ァ
ン
で
雪
室
に
取
り

込
み
、
雪
室
で
冷
や
し
再
び
部
屋
に
戻
す
と
い

う
「
空
気
の
循
環
シ
ス
テ
ム
」
を
利
用
し
た
も

の
で
す
。
雪
室
内
で
し
っ
か
り
と
空
気
が
除
湿

が
さ
れ
る
た
め
、
エ
ア
コ
ン
の
冷
風
と
異
な
り

心
地
よ
い
涼
し
さ
で
体
に
も
優
し
く
、
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
好
評
で
す
よ
。
動
力
は

フ
ァ
ン
を
動
か
す
電
気
代
だ
け
な
の
で
、
月
額

７
０
０
円
ほ
ど
で
済
み
ま
す
。

　
ま
た
、こ
の
雪
冷
熱
の
驚
く
べ
き
と
こ
ろ
は
、

消
臭
や
防
塵
の
効
果
も
あ
る
こ
と
。
雪
室
内

で
空
気
中
の
水
分
が
結
露
す
る
際
に
、
塵
や

臭
い
も
一
緒
に
除
去
さ
れ
、
ク
リ
ー
ン
な
空
気

に
生
ま
れ
変
わ
る
ん
で
す
。
タ
バ
コ
を
吸
わ
れ

る
お
宅
を
建
築
し
た
際
に
は
、
し
つ
こ
い
タ
バ

コ
の
臭
い
が
全
く
消
え
る
ほ
ど
の
強
い
防
臭
効

果
に
お
客
様
よ
り
喜
び
の
声
が
届
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
メ
リ
ッ
ト
の
多
い
住
宅
で
す

が
、
今
ひ
と
つ
普
及
し
て
い
か
な
い
理
由
は
、

高
床
式
で
車
庫
や
物
置
と
し
て
活
用
で
き
る

ス
ペ
ー
ス
を
雪

室
に
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ

と
と
、
そ
の
建

築
費
に
あ
る
と

思
い
ま
す
。
安

く
な
る
夏
場
の

電
気
代
を
差
し

引
い
て
も
、
建
築
費
の
元
は
取
る
こ
と
は
で
き

ず
、設
置
を
躊ち
ゅ
う
ち
ょ躇し
て
し
ま
う
の
が
現
状
で
す
。

　
し
か
し
、
瀬
下
さ
ん
宅
の
よ
う
に
、
屋
根
雪

を
直
接
雪
室
に
落
雪
さ
せ
る
こ
と
で
除
雪
経

費
を
削
減
で
き
ま
す
し
、
雪
室
で
発
生
す
る

冷
た
い
雪
解
け
水
を
２
次
利
用
し
て
も
面
白

い
。
ま
た
、
分
譲
地
に
共
用
の
「
雪
室
」
を
建

設
し
、
各
住
宅
を
つ
な
ぐ
「
エ
コ
タ
ウ
ン
」
み

た
い
な
も
の
が
で
き
れ
ば
、
設
置
コ
ス
ト
を
削

※上記図は、ミツカン水の文化センター機関誌「水の文化」第４５号より

　
雪
を
楽
し
め
る
住
宅
を

減
で
き
ま
す
。
工
夫
次
第
で
、
ま
だ
ま
だ
普

及
に
つ
な
が
っ
て
い
く
可
能
性
は
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
せ
っ
か
く
雪
国
に
住
む
の
な
ら「
あ
～
嫌
だ
。

今
年
も
雪
が
降
っ
て
き
た
」
と
思
わ
ず
、「
魚

沼
の
猛
暑
を
し
の
げ
る
恵
み
の
雪
が
降
っ
て
き

た
」
と
思
え
る
よ
う
な
エ
コ
な
発
想
や
暮
ら
し

が
市
内
に
広
が
り
、
そ
れ
を
支
え
る
住
宅
を
つ

く
っ
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

2007 年に市で立ち上がった「新エネルギー
研究会」に参画し、「雪冷熱」に興味を持つ。
2010 年より住宅建築に活かすようになる。

有
限
会
社 

山や
ま
り
ょ
う良
工
務
店 　

　
　
代
表
取
締
役  

山
田  

正ま
さ
と人  

さ
ん

４年前に建築した住宅には、雪冷熱以外に
も太陽光発電や薪ストーブ、太陽熱温水器
など自然を活かしたアイディアが満載。

雪
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
に
住
む

  　
　
　
　
　
　
瀬
下  

克か
つ
し志  

さ
ん

れ
ま
す
ね
。（
笑
）

　

確
か
に
、
雪
の
補
充
や
雪
室
へ
の
蓋ふ
た
・
シ
ー

ト
の
設
置
・
取
外
し
や
次
シ
ー
ズ
ン
前
に
雪
室

内
の
掃
除
な
ど
手
間
が
か
か
る
部
分
も
あ
り
ま

す
が
、「
こ
れ
で
夏
の
冷
房
に
利
用
で
き
る
」
と

思
う
と
少
し
気
分
も
楽
に
な
り
ま
す
。

　
決
し
て
、「
エ
コ
＝
我
慢
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
の
技
術
を
上
手
く
使
え
ば
、
便
利
で
快
適
な

生
活
の
維
持
と
地
球
温
暖
化
対
策
は
両
立
で
き

ま
す
。
新
し
い
技
術
の
利
用
や
創
意
工
夫
で
ム

ダ
も
削
減
で
き
ま
す
。
こ
の
雪
冷
房
を
「
面
白

い
な
」
と
思
っ
て
く
れ
る
人
が
増
え
れ
ば
、
も
っ

と
雪
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
が
進
む
と
思
い
ま
す
。

魚
沼
は
以
前
か
ら
、
雪
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用

の
歴
史
が
あ
る
地
域
で
す
。
私
の
家
を
は
じ
め
、

今
ま
で
得
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
こ
れ
か
ら
様
々

な
施
設
で
生
か
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

人
生
を
豊
か
に
す
る
住
宅

①②

③

④

　

近
年
、
市
内
で
雪
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
住
宅
が
建
築

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
雪
を
暮
ら
し
に
活
か
す
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
家
を
建
て
た
人
と
そ
の
建
築
に
携
わ
っ
た
業

者
に
雪
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
住
宅
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

瀬下さん宅

雪

雪と暮らし 雪を活かす特
集



井
口
：
外
国
の
方
は
、
日
本
に
「
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
」と「
特
別
な
体
験
」

を
求
め
て
や
っ
て
き
ま
す
。
同
じ
パ

ウ
ダ
ー
ス
ノ
ー
で
あ
れ
ば
ニ
セ
コ
や

白
馬
に
勝
つ
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

雪
国
観
光
圏
は
世
界
的
に
見
て
も
、

豪
雪
地
に
生
活
の
知
恵
や
文
化
が

残
っ
て
い
る
貴
重
な
地
域
。
そ
れ

を
活
か
し
、
目
黒
邸
で
囲い

ろ

り
炉
裏
を

囲
み
な
が
ら
雪
国
の
保
存
食
を
食

べ
る
よ
う
な
体
験
に
こ
そ
勝
算
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

角
屋
：
小
出
ス
キ
ー
場
で
も
、
子

ど
も
た
ち
へ
の
体
験
学
習
は
ス

ノ
ー
シ
ュ
ー
で
は
な
く「
カ
ン
ジ
キ
」

を
使
っ
て
い
ま
す
。
地
域
の
方
が

履
き
方
や
歩
き
方
を
教
え
、
子
ど

も
た
ち
は
転
び
な
が
ら
で
も
、
大

喜
び
で
食
い
つ
き
も
抜
群
。
こ
う

し
た
体
験
は
、
き
っ
と
外
国
の
方

に
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

山
田
：
か
つ
て
添
乗
員

で
日
本
全
国
を
飛
び
回

り
ま
し
た
が
、
こ
の
地

域
ほ
ど
四
季
が
は
っ
き

り
し
て
る
場
所
は
あ
り

ま
せ
ん
。
大
白
川
の「
雪

流
れ
」
や
福
山
新
田
の

「
雪
原
に
咲
く
桜
」な
ど
、

雪
が
あ
る
か
ら
こ
そ
成

立
す
る
風
景
が
あ
り
ま

す
。
雪
が
織
り
な
す
幻

想
的
で
希
少
な
風
景
を
世
界
に
売

り
出
し
た
い
で
す
ね
。

角
屋
：
こ
う
し
た
雪
国
の
体
験
や

風
景
の
素
材
を
取
り
ま
と
め
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
つ
く
り
、
広
報
し
て
い
く

必
要
性
を
感
じ
ま
す
。

山
田
：
そ
う
で
す
ね
。
子
ど
も
た

ち
の
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
受
け

入
れ
数
は
魚
沼
市
が
県
内
で
一
番
。

こ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
な
が
ら
、

「
大
人
の
個
人
対
象
」
と
い
う
切
り

口
で
ア
レ
ン
ジ
し
て
い
け
れ
ば
、
面

白
い
商
品
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

井
口
：
い
い
で
す
ね
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
を
、
雪
国
観
光
圏
で
タ
ッ

グ
を
組
み
チ
ー
ム
と
し
て
行
い
た
い

で
す
。
先
人
の
知
恵
の
宝
庫
で
あ

る
「
雪
国
文
化
の
価
値
観
」
を
圏

域
で
共
有
し
、
そ
れ
を
旅
行
者
に

見
え
る
よ
う
な
形
で
売
り
出
す
こ

と
で
、
ブ
ラ
ン
ド
力
は
高
ま
り
ま

す
。
こ
の
地
を
訪
れ
た
旅
行
者
が
、

レ
ス
ト
ラ
ン
や
旅
館
、
ス
キ
ー
場
な

ど
で
統
一
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
貫
か
れ

た
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
を
目
に
す
れ

ば
、「
雪
国
っ
て
す
ご
い
ね
」
と
い

う
と
い
う
満
足
感
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
思
い
ま
す
。

魚沼市観光協会に勤め４年が経つ。旅行会社に
勤めたノウハウを活かし、魚沼の魅力が詰まっ
た旅行商品を次々と生み出している。

山田　智
ともゆき

之  さん Profile

小出スキー場を運営する「ＮＰＯ法人スノーパー
ク小出」の事務局長。以前、野外教育の経験を
小出スキー場の運営に活かす。

角屋　暢
のぶひろ

洋  さん Profile

越後湯沢で温泉旅館「ＨＡＴＡＧＯ井
い せ ん

仙」を営み、
４年前に（一社）雪国観光圏（※）の立ち上げ
に尽力する。現在は同法人の代表理事も務める。

井口　智
ともひろ

裕  さんProfile
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観
光
の
最
前
線
で
働
く
３
人
の
精
鋭
に
「
雪
」
の
観
光
資
源
と
し
て
の
可
能
性
を
伺
い
ま
し
た

　
こ
こ
数
年
、
急
速
に
増
え
て
い
る

外
国
人
旅
行
者
を
こ
の
地
域
に
取
り

込
む
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
？

光
対
観

談

※雪国観光圏･･･湯沢町、南魚沼市、魚沼市、十日町市、津南町、長野県栄村の７市　 町村で一体的な観光圏を展開することにより地域活性化を目指すもの。

　
こ
れ
か
ら
目
指
す
こ
と
は
？

山
田
：
実
は
魚
沼
市
で
メ
ー
プ
ル

シ
ロ
ッ
プ
が
獲
れ
る
場
所
が
あ
る
ん

で
す
よ
。
丁
度
、
カ
ン
ジ
キ
を
履
い

て
雪
上
を
歩
か
な
け
れ
ば
い
け
な

い
場
所
な
の
で
、
こ
の
二
つ
を
組
み

合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
は
面
白
い
。
こ

の
よ
う
に
魚
沼
に
ま
だ
ま
だ
隠
れ

た
コ
ン
テ
ン
ツ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
の
掘
り
起
し
を
行
い
、
人

を
呼
べ
る
仕
組
み
づ
く
り
を
し
た

い
で
す
。

角
屋
：「
雪
は
寒
い
、
辛
い
」
と
い
っ

た
考
え
方
を
、
小
さ
な
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま
で
「
雪
っ
て
本
当

に
楽
し
い
も
の
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
、
事
業
を
仕
掛
け
て
い
き
た

い
で
す
。

井
口
：
雪
国
の
先
人
た
ち
は
、
豪

雪
の
逆
境
を
は
ね
返
し
、
越
後
上

布
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
な
ど
を
こ
の
地
に

根
付
か
せ
、
一
流
の
モ
ノ
に
し
て
い

き
ま
し
た
。１
万
５
千
年
の
間
、脈
々

と
続
い
て
き
た
雪
国
文
化
に
自
信

を
持
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
メ
デ
ィ

ア
を
通
じ
浸
透
し
た
都
会
の
価
値

観
に
憧
れ
、追
随
す
る
の
で
は
な
く
、

逆
に
都
会
の
人
が
憧
れ
る
よ
う
な

「
雪
国
の
世
界
観
」
を
つ
く
ら
な
い

と
い
け
ま
せ
ん
。「
雪
国
観
光
圏
」

を
通
じ
、
人
間
と
し
て
本
質
的
な

も
の
に
価
値
を
見
い
だ
せ
る
「
生
き

方
」「
暮
ら
し
方
」「
考
え
方
」
に

目
を
向
け
て
い
た
だ
く
取
り
組
み

を
続
け
て
い
き
た
い
。
私
た
ち
が
雪

国
に
暮
ら
す
こ
と
に
誇
り
を
持
っ
て

い
れ
ば
、
子
ど
も
た
ち
は
こ
の
地
を

離
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

国
際

大学（ＩＵＪ）の学生にインタビュー

 外国の方に

雪はどう映る？

タイの人にとって、雪国はアミューズメント
パークと同様にワクワクして「楽しい」もの
です。雪国のお祭りや冬の食べ物
をプロモーションしていけば、海
外の方に受けると思います。

ポンテープ  タームタイモンコル さん
（出身国：タイ　在日期間：８か月）

雪がこんなに積もっているって信じられ
ない。マレーシアは熱い国だから、雪国

への憧れを大勢の人が持っている
んですよ。今週末に初めてのスキー
に行くのがすごく楽しみです。

アズニタ ビンティ アフマド ファーミーさん
（出身国：マレーシア　在日期間：6 か月）

初めて見た雪はコットンみたいに軽そうで、
思わず口にしてみました。（笑）雪景色は本
当に美しい。祖国の親戚は、雪の
事を何度も聞いて来たり、写真を
送ってくれとせがむんですよ。

マリー  マトゴ  さん
（出身国：ケニア　在日期間：６か月）

雪が固くなることに驚きました。雪上を歩いて渡
れたり、雪に座れることにびっくり。この白く美

しい雪の魅力を、ビデオや
ＳＮＳを通じ絶対に海外に
発信していった方がいい！

カリム  クアメ  さん
（出身国：コートジボアール　在日期間：６か月）

0
21 22 23 24 2625 27 （年度）

200,000

50,000

100,000

150,000

（泊数）

新潟県における外国人宿泊数の推移

※新潟県外国人宿泊調査結果より作成

雪と暮らし 雪を活かす特
集
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雪国が躍進 する時代へ
　

例
え
ば
、
魚
沼
に
大
き
な
雪
室

貯
蔵
庫
が
た
く
さ
ん
で
き
れ
ば
、

大
都
市
に
向
け
ど
ん
ど
ん
美
味
し

い
食
品
が
提
供
で
き
ま
す
。
し
か

も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
ほ
と
ん
ど
使
用

せ
ず
、「
雪
室
熟
成
」
に
よ
り
更
に

旨
み
を
増
し（
上
記
グ
ラ
フ
参
照
）、

雪
国
ブ
ラ
ン
ド
の
付
加
価
値
を
つ

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
物
流
が

発
達
し
食
品
が
全
国
を
駆
け
巡
る

時
代
。
全
国
の
食
を
雪
国
に
集
め
、

雪
国
が
日
本
の
一
大
食
品
保
管
庫

の
役
割
を
担
う
こ
と
は
不
可
能
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
新
潟
は

中
国
や
ロ
シ
ア
な
ど
の
大
陸
に
も

近
い
た
め
、
食
品
の
輸
出
も
視
野

に
入
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
保
管
用
の
雪
は
、
道

路
や
施
設
の
除
排
雪
で
出
る
大
量

の
雪
を
活
用
し
ま
す
。
毎
年
た
だ

伊藤　親
よしおみ

臣　さん（工学博士）
（公財）雪だるま財団のチーフスノーマンとして数々
の利雪プロジェクトを手掛ける。また、魚沼市利雪
アドバイザーとして、企業誘致などにも関わる。

上村 靖
せ い じ

司 さん（長岡技術科学大学・機械系教授）
専門は雪氷工学。雪害対策から利雪技術まで幅
広く研究に取り組む。雪かきの安全対策と技術
向上を目指した「越後雪かき道場」主宰する。

本
国
内
に
降
る
雪
の

０．２
％
を
エ
ネ
ル
ギ
ー

利
用
す
る
だ
け
で
、

１
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
所
１５

基
分
に
な
る
と
い
う
試
算
が
あ
る

ほ
ど
、
雪
は
大
き
な
可
能
性
を
秘

め
た
資
源
で
す
。
し
か
し
、
雪
は
ま

だ
「
冬
の
生
活
を
不
便
に
す
る
や
っ

か
い
な
モ
ノ
」
と
い
う
認
識
が
強
く
、

利
雪
が
広
く
普
及
し
て
い
る
と
は
言

え
ま
せ
ん
。

　
か
つ
て
日
本
は
農
業
国
で
、
東
京

の
人
口
よ
り
も
新
潟
の
人
口
の
方
が

多
か
っ
た
時
代
が
あ
り
ま
し
た
。
先

人
は
豪
雪
と
戦
い
な
が
ら
も
、
雪
室

貯
槽
や
酒
発
酵
の
粗
熱
取
り
な
ど
、

自
然
の
摂
理
を
理
解
し
、
雪
を
利

用
し
共
生
し
て
き
ま
し
た
。
や
が
て

高
度
経
済
成
長
期
に
入
る
と
、
電

気
冷
蔵
庫
や
エ
ア
コ
ン
な
ど
が
普
及

し
、
こ
う
し
た
知
恵
や
技
術
も
衰

退
の
一
途
を
辿
り
ま
す
。
そ
し
て
現

在
、
雪
国
は
過
疎
化
や
高
齢
化
な

ど
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

雪
国
に
は
太
古
の
昔
よ
り
、
除

雪
を
通
じ
培
っ
た
助
け
合
い
の
精
神

が
息
づ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
互

い
に
協
力
し
、
豪
雪
に
立
ち
向
か
っ

た
「
結
の
ス
ピ
リ
ッ
ツ
」
を
今
度
は

利
雪
に
活
か
し
ま
し
ょ
う
。
み
ん
な

で
雪
を
利
用
す
る
「
公
共
の
イ
ン
フ

ラ
」を
構
築
す
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。

日

50

100

150

200

0 30 60 90 120 150

雪室

電気冷蔵庫

ジャガイモにおける糖の増え方

貯蔵日数（日）

糖
の
含
有
量
（
㎎
／
ｇ
・　
）
d．W

※平成 23 年度新潟県農林水産業研究成果集資料より作成

　電気冷蔵庫に比べ、雪室貯蔵したジャガイモの
糖は日を追うごとに「糖の含有量」が増加してい
き、150 日後には約２倍もの差がつきます。
　また、雪室貯蔵にはコーヒーやお酒の不快臭を
除去したり、野菜や肉の甘みや旨みを増加させる
などの効果も科学的に証明されています。

解
け
る
の
を
待
っ

て
い
た
雪
を
、
雪

捨
て
場
で
は
な
く
貯
蔵
庫
へ
運
べ

ば
、
除
雪
は
「
冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
採
掘
」に
変
わ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
貯
蔵
庫
を
起
点
に
、
企
業
誘

致
を
行
え
ば
、
地
域
に
雇
用
が
生

ま
れ
、
地
方
創
生
の
原
動
力
に
な

る
は
ず
で
す
。
産
官
学
が
連
携
し
、

「
雪
を
捨
て
た
い
人
」
と
「
雪
を
利

用
し
た
い
人
」
の
想
い
を
組
み
合

わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
を
機
能
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
で
す
。

　

こ
れ
ま
で
除
雪
に
泣
か
さ
れ
て

き
た
地
域
だ
か
ら
こ
そ
、
雪
を
活

用
で
き
る
権
利
を
持
っ
て
い
ま
す
。

創
意
工
夫
で
困
難
を
乗
り
越
え
て

い
っ
た
先
人
を
習
い
、
雪
国
を
再

び
躍
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

冷
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

活
用
は
「
雪
冷
房
」

と
「
雪
冷
蔵
」
に
大

別
さ
れ
ま
す
。
一
般
的
に
雪
冷
熱

と
い
う
と
、
体
感
的
に
「
ひ
ん
や

り
涼
し
い
」
雪
冷
房
と
考
え
が
ち

で
す
が
、
低
温
を
維
持
す
る
た
め

の
莫
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
雪
で
代

替
す
る
「
雪
冷
蔵
」
の
方
が
、
雪

冷
熱
の
効
果
を
得
や
す
く
採
算
性

が
高
い
で
す
。（
左
記
図
参
照
）。

そ
し
て
、
こ
の
雪
冷
蔵
の
メ
リ
ッ

ト
を
最
も
享
受
で
き
る
の
は
「
低

雪  雪冷房と雪冷蔵の冷却エネルギー比較（年間）

28℃

温
倉
庫
」
を
必
要
と
す
る
事
業
者
。

こ
れ
ま
で
広
い
面
積
を
冷
や
す
た

め
多
額
の
電
気
代
を
費
や
し
て
い

た
も
の
が
、
雪
を
活
用
す
る
こ
と

で「
タ
ダ
同
然
」で
運
用
で
き
ま
す
。

　

魚
沼
市
は
高
速
交
通
網
等
が
発

達
し
、
関
東
圏
か
ら
ア
ク
セ
ス
も

良
く
、新
潟
港
に
も
近
い
。
そ
し
て
、

世
の
中
に
は
食
料
品
を
始
め
、
化

粧
品
や
医
薬
品
な
ど
低
温
で
保
管

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ

ふ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
考
え
て
い

く
と
、魚
沼
市
は「
雪
冷
蔵
の
倉
庫
」

が
並
ぶ
流
通
基

地
と
し
て
の
可
能

性
が
見
え
て
き
ま

す
。
魚
沼
市
は
全

国
か
ら
冷
や
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

モ
ノ
を
引
き
受
け
、

そ
れ
を
必
要
な
時

に
必
要
な
量
を
出

す
だ
け
で
す
。
例

え
ば
、
市
場
に
ダ

ブ
つ
い
た
野
菜
を

雪
の
冷
蔵
庫
で
貯

蔵
し
、
適
時
に
出

荷
す
れ
ば
、
買
い

た
た
か
れ
ず
農
家

の
所
得
確
保
に
つ

※パンデミック ･･･ 伝染病などが世界的規模で大流行し、死亡被害等の著しい事態を引き起こすこと。

な
が
り
ま
す
。
ま
た
、
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
（
※
）
に
備

え
冷
却
備
蓄
し
て
い
る
医

薬
品
の
保
管
を
、
魚
沼
市

が
一
手
に
引
き
受
け
て
も
い
い
。

　

昨
年
、
ブ
ル
ボ
ン
が
魚
沼
市
に

進
出
を
決
め
た
こ
と
は
、
単
に
有

名
な
食
品
会
社
が
地
方
に
工
場
を

造
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
れ
は
、

食
品
保
管
に
抜
群
な
低
温
高
湿
度

が
実
現
で
き
る
「
雪
冷
蔵
」
に
着

目
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
て
、
今

後
、
こ
う
い
っ
た
会
社
が
次
々
と

魚
沼
市
に
進
出
し
て
く
る
可
能
性

を
示
唆
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
か
ら
出
て
く
る
膨
大
な
熱
を

冷
や
す
た
め
に
雪
冷
熱
を
活
用
す

る
「
ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
構

想
」
も
、
既
に
実
施
段
階
に
入
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
か
ら
出
て
く
る
温
か
な
排
熱

を
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
に
つ
な
げ

て
農
業
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
れ
ば
、「
熱
を
使
い
切
る
産
業
団

地
」
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

克
雪
の
技
術
が
向
上
し
除
雪
体

制
が
整
っ
た
雪
国
で
は
、
豪
雪
で

物
流
網
が
完
全
に
寸
断
さ
れ
る
こ

と
は
、
ほ
ぼ
無
く
な
っ
た
と
言
っ
て

い
い
で
し
ょ
う
。
今
度
は
、
雪
を

「
切
り
札
」
に
し
な
が
ら
、
様
々
な

産
業
誘
致
に
乗
り
出
す
べ
き
で
す
。

特
別
豪
雪
地
帯
に
住
む
全
国
の
わ

ず
か
2.5
％
の
人
々
が
、
残
り
の
９７
・

５
％
の
人
た
ち
に
向
け
て
商
売
が

で
き
ま
す
。
守
っ
て
ば
か
り
で
は
、

人
口
の
減
少
や
流
出
は
止
ま
り
ま

せ
ん
。
雪
を
起
点
に
雇
用
と
経
済

を
作
り
ま
し
ょ
う
。

25℃

5℃

（温度）

１月 ８月 １２月 （月）

①

②

夏季に 25℃～ 28℃に保つ「冷房に必要なエネルギー（①）」より
も年間を通じ 5℃一定に保つ「冷蔵に必要なエネルギー（①＋②）」
の方が圧倒的に多くのエネルギーが必要で、それを雪で代替でき
る「雪冷蔵」の方が、効率が良く採算性が高いと言えます。

※上村教授の取材を元に作成

雪と暮らし 雪を活かす特
集
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①親子で滑るソリは最高の思い出。②ＳＵ祭の「大人
の宝さがし」では、「我先に！」と大人が夢中で雪上
を駆け巡る。③縁起物のハト飾りを持ってにっこり。

②

③

⑦

雪と暮らし 雪を活かす特
集

①

④④深沢農園では、雪下で寝かせ甘さを引き出した「雪下にんじん」
の収穫が間もなく始まる。⑤会場中に歓喜の声がこだまする、雪
を親しむビックイベント「小出国際雪合戦」。来年は第３０回の
記念大会となる。⑥雪だるまはもうすぐ完成かな。⑦雪中花水祝
いの新婿迎えで、天狗に頭を撫でてもらい無病息災を祈る。

　
も
う
す
ぐ
、
魚
沼
に
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
草
木
は
芽
吹
き
、
白
銀
の
山
々
が
鮮
や
か
な
色
を

取
り
戻
す
待
望
の
春
が
。

　
新
緑
眩
し
い
木
々
の
下
に
広
が
る
残
雪
を
、
今
年

は
ち
ょ
っ
と
違
っ
た
想
い
で
眺
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
生
活
を
不
便
に
す
る
「
じ
ゃ
ま
な
モ
ノ
」
で
は
な

く
、
先
人
た
ち
が
創
意
工
夫
を
繰
り
返
し
、
私
た
ち

に
知
恵
と
文
化
を
残
し
て
く
れ
た
雪
と
し
て
。

　
地
域
か
ら
人
を
奪
う
「
移
住
定
住
の
障
害
と
な
る

モ
ノ
」
で
は
な
く
、
使
い
方
次
第
で
は
、
人
口
増
の

起
爆
剤
に
も
な
る
可
能
性
を
秘
め
た
雪
と
し
て
。

　
私
た
ち
が
、
雪
国
に
住
む
こ
と
に
誇
り
と
自
信
を

持
ち
、雪
を
楽
し
み
活
用
方
法
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
そ
れ
は
き
っ
と
、
地
域
を
輝
か
せ
未
来
の
子
ど
も

た
ち
の
「
大
き
な
財
産
」
に
な
る
は
ず
だ
か
ら
。

雪
国
で
生
ま
れ

雪
国
で
育
ち

雪
国
で
生
き
て
い
く

特集「雪と暮らし　雪を活かす」‐ 完 ‐

⑤

⑥



　

魚
沼
市
で
課
税
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
長

岡
ナ
ン
バ
ー
の
軽
自
動
車
や
バ
イ
ク
等
を
、

新
潟
県
外
で
廃
車
ま
た
は
住
所
変
更
・
名
義

変
更
な
ど
の
手
続
き
を
し
た
と
き
は
、
税
止

め
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

税
止
め
の
手
続
き
を
さ
れ
な
い
と
、
税
務
課

で
車
両
の
登
録
状
況
を
把
握
で
き
な
い
た

め
、
軽
自
動
車
税
が
課
税
さ
れ
続
け
て
し
ま

う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

〇
自
己
申
告
に
よ
る
税
止
め
手
続
き
方
法

以
下
の
い
ず
れ
か
１
つ
の
書
類
を
税
務
課
に

持
参
ま
た
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

•

軽
自
動
車
税
申
告
書
の
原
本
（
受
付
印
の

あ
る
も
の
）

•

軽
自
動
車
変
更
（
転
出
）
申
告
書
の
原
本

（
受
付
印
の
あ
る
も
の
）

•

車
検
証
返
納
証
明
書
ま
た
は
届
出
済
証
返

納
証
明
書
の
コ
ピ
ー

•

新
ナ
ン
バ
ー
お
よ
び
旧
ナ
ン
バ
ー
の
車
検

証
の
コ
ピ
ー

※
税
止
め
の
手
続
き
は
軽
自
動
車
検
査
協
会

等
が
有
料
で
代
行
手
続
き
を
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
軽
自
動
車
検
査
協
会
や
運
輸
支
局

へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
税
止
め
の
手
続
き
に
つ
い
て
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魚
沼
市
で
交
付
し
た
標
識
は
、
廃
車
手
続

き
を
す
る
際
に
、
返
納
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。
紛
失
等
に
よ
り
返
納
で
き
な

い
場
合
、
窓
口
に
て
軽
自
動
車
標
識
紛
失
届

出
書
の
記
入
お
よ
び
弁
償
金
３
０
０
円
の
負

担
が
必
要
で
す
。

■
標
識
を
紛
失
し
た
場
合

　

軽
自
動
車
税
は
、
自
動
車
税
と
は
異
な
り

購
入
月
や
廃
車
月
に
よ
る
月
割
計
算
の
制
度

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
４
月
２
日

以
降
に
廃
車
手
続
き
を
さ
れ
て
も
、
そ
の
年

度
分
の
税
金
は
全
額
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

■
軽
自
動
車
税
は
年
間
課
税
で
す

手続きはお済みですか？
軽自動車・バイク等の

　

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
等
を
廃
車
し
た
場
合

や
所
有
者
（
使
用
者
）
が
変
わ
っ
た
場
合
、

４
月
１
日
ま
で
に
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続

き
が
お
済
み
で
な
い
と
、
前
の
所
有
者
（
使

用
者
）
に
納
税
通
知
書
が
送
付
さ
れ
ト
ラ
ブ

ル
の
原
因
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
廃
車

や
名
義
変
更
等
の
手
続
き
は
確
実
に
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
住
民
票
を
移
し
た
際
は
、
軽
自
動

車
登
録
し
て
い
る
住
所
も
転
出
先
の
住
所
へ

変
更
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

軽自動車税は、毎年４月１日現
在の登録名議上の所有者または
使用者に課税されます

■三輪以上の軽自動車について
　軽自動車検査協会　長岡支所
　☎０５０－３８１６－１８５１

■二輪の小型自動車・雪上走行車について
　新潟運輸支局　長岡自動車検査登録事務所
　☎ ０５０－５５４０－２０４１

■二輪の軽自動車・被けん引車について
　全国軽自動車協会連合会　長岡分室
　☎０２５８－２３－３１１５

■原動機付自転車・ミニカー・小型特殊自動車について
　魚沼市役所　税務課税務室（湯之谷庁舎 1 階）
　☎ ０２５－７９２－９７５１

軽自動車等の登録・名義変更・廃車等のお問い合わせ

問　税務室　☎７９２－９７５１

■
臨
時
的
に
窓
口
を
開
設
す
る
日

   （
小
出
庁
舎
の
み
）

•

３
月
２６
日
㈰  

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

•

４
月
２
日
㈰  

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分

届出事項 届出期限 必要なもの
転　入

（市内へ来ら
れたとき）

魚沼市内へ転入し
た日から１４日以
内

・認印
・通知カードまたはマイナンバーカード
・住基カード（交付者のみ）
・転出証明書
・年金手帳（国民年金加入者）
・負担区分等証明書※
・介護保険受給資格証明書※
（※印は前住所地で交付された場合のみ）

転　出
（市外へ出ら
れるとき）

転 出 の 日 と 引 越
し 先 が 決 ま っ た
ら（転出予定日の
１４日前から届出
が可能）

・認印
・住基カードまたはマイナンバーカード
（交付者のみ）
・国民健康保険証（加入者のみ）
・印鑑登録証（登録者のみ）
・介護保険証（交付者のみ）
・後期高齢者医療被保険証（加入者のみ）
・医療費助成の受給者証（受給者のみ）

転　居
（市内で異動
のとき）

引越しが終わって
から１４日以内

・認印
・通知カードまたはマイナンバーカード
・住基カード（交付者のみ）
・国民健康保険証（加入者のみ）
・介護保険証（交付者のみ）
・後期高齢者医療被保険証（加入者のみ）
・医療費助成の受給者証（受給者のみ）

【住民異動の主な届出】 ■
平
日
の
窓
口
を
延
長
開
設
す
る
日

　
（
小
出
庁
舎
の
み
）

•

３
月
２７
日
㈪
～
４
月
７
日
㈮
の
平
日

　
　
　
　
　
　
１７
時
１５
分
～
１８
時
３０
分

手続きはお早めに

問　市民生活室　☎７９２－１１１２

　毎年、３月から４月にかけては、住所異動の届出
が多くなります。住所や世帯などに変更がある場合
は、お早めに市民生活室、各市民センター等へ届出
をしてください。なお、年度末・年度始めに、小出
庁舎で平日窓口延長と休日窓口の開設をします。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
、
特
に
窓

口
が
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
余
裕
を
も
っ
て

ご
来
庁
く
だ
さ
い
。

市民生活室
笠原  主事

年度末・年度始め　住所異動のシーズンです

 
永
年
の
功
績

　
　   
を
讃
え
て

　

瀬
沼
喜
市
郎
さ
ん
が
瑞
宝
双
光
章
を
、

小
玉
勲
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小玉 勲
いさお

 さん

　
永
年
に
わ
た
り
堀
之
内
町
議
会
議
員
と

し
て
在
職
し
、
優
れ
た
英
知
と
政
治
判
断

で
、
堀
之
内
町
の
進
展
と
住
民
生
活
の
向

上
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

瀬沼 喜
き い ち ろ う

市郎 さん

　
特
定
郵
便
局
長
と
し
て
郵
政
事
業
の
発

展
に
寄
与
し
、
住
民
生
活
の
向
上
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。
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【
取
り
扱
う
業
務
】

•

住
所
異
動
に
伴
う
届
出
・
証
明
、
印
鑑
登

録
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
等

•

公
金
収
納
（
３
月
２６
日・４
月
２
日
の
み
、

会
計
課
窓
口
も
開
設
し
て
い
ま
す
）

※
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
は
取
り
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

※
異
動
手
続
き
の
際
は
、
本
人
が
確
認
で
き
る
証
明
書

（
運
転
免
許
証
、
保
険
証
等
）
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
異
動
届
や
証
明
書
の
発
行
に
は
委
任
状
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。
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桑原 ヒサ さん関 ハル さん山内 トク さん坂西 フヂ さん

神保 モト さん関矢 藤
とういち

一 さん加藤 サダ さん 米山 テフ さん小幡 昌
まさえい

英 さん

100 歳

い
つ

まで
もお元気で

！

　平成２９年に１００歳を迎えられる方のもとへ、

１月２７日から２月７日に佐藤市長がお祝い状を

手渡してきました。対象者は２０名で、１８名の

方とお会いすることができました。皆さん、これ

からもお元気でお過ごしください。

※顔写真は、承諾をいただいた方のみ掲載しています。

皆
さ
ん
は
魚
沼
市
の
宝
。

ま
す
ま
す
お
元
気
で
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
！

山本 ハナ さん佐藤 ンメ さん五十嵐 吉
よしいち

一 さん

祝
逆転Ｖで全国制覇

ー ２.８　小出高校スキー部インターハイ優勝報告会

　神湯温泉倶楽部のリニューアルオープンに際し、魚沼市

在住の画家・早津剛氏が自身の作品第１２０号に当たる水

墨画「越後三山」を寄贈しました。約２ヶ月間で、自宅か

ら見える冬の越後三山を手すき和紙に描いた大作。良質

の湯とふるさとの風景に癒されてみてはいかがでしょうか。

水墨画と良質の湯に癒される
ー ２. ２２　早津剛作  水墨画「越後三山」 寄贈式

うおぬまフォトスケッチ

今井 ミヨ さん浅井 ソヤ さん

田中 ミイ さん

佐藤 あやゑ
え

 さん吉田 ミヨノ さん

　小出高校スキー部は、群馬県片品村で開催された全国

高等学校スキー大会（インターハイ）クロスカントリー

スキー男子リレーで優勝しました。同校のインターハイ

のリレーでの優勝は男女を通じ初めての快挙。佐藤市長

にリレーの様子や今後の抱負など意気込みを語りました。

友好でつながるエコの輪
ー ２．９　魚沼わくわくの森クレジット贈呈　
佐
藤
市
長
は
友
好
都
市
で
あ
る
足
立
区
を
訪
れ
、近
藤
区
長
へ
「
魚

沼
わ
く
わ
く
の
森
ク
レ
ジ
ッ
ト
証
明
書
」
を
手
渡
し
ま
し
た
。
こ
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
は
、
新
潟
県
の
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ
ト
（
※
）
の
認

証
を
受
け
た
ば
か
り
で
、
足
立
区
が
第
一
号
。
互
い
の
友
好
関
係
を

活
か
し
た
環
境
に
優
し
い
取
り
組
み
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

※カーボン・オフセット･･･生活や経済活動などで排出された温室効果ガスを、
植林・森林保護などの削減活動によって「他の場所」で間接的に吸収しようと
する活動。

水墨画「越後三山」は神湯温泉
倶楽部のロビーに飾られていま
す。ぜひご覧ください。

冬のイベントＰＲ
ー ２. ８　魚沼の絵入りはがき贈呈

　地元郵便局から「魚沼の絵入りハガキ」が魚沼市に

贈呈されました。絵柄は、魚沼の冬のイベント「小出

国際雪合戦（２種）」と「雪中花水祝」、「結の灯」の

４種類です。各庁舎窓口等で無料配布しております。

大切な人に魚沼の魅力を添えて送ってみませんか。

① ② ③

④

①雪中花水祝
②結の灯り
③④国際雪合戦



 市報うおぬま21  市報うおぬま21

たしには、とてもいい友だちがいます。
その子は、ほいくえんに入った２才の

くにとって、お姉ちゃんは、とてもとくべつで大
切なそんざいです。ぼくには、二つ上のお姉ちゃ
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感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
に
の
せ
て

　今年のありがとう作文コンクールには、市内の小学生から１、０４７作
品の応募がありました。その中から優秀賞に選ばれた４作品を紹介します。

第
１２
回
あ
り
が
と
う
作
文

問　生涯学習課　☎７９４－６０７３

やさしい
　あおいさん

たしは、かんしゃしているひとがいます。
そのひとは、おなじそうじばしょのあおい

大好きな友だちに
　　　ありがとう

井口小学校２年
　滝沢  麻

ま こ と

琴  さん

ありがとう「ミニママ」

堀之内小学校４年
　小宮山 昊

こ う き
生 さん

が「ありがとう」と伝えたい人は、三・四年生の
時の担任の「田中先生」です。田中先生は、若い

ありがとう田中先生

広神東小学校６年　
五十嵐  志

し ほ こ
帆子  さん

小出小学校１年
　下村  理

り こ

心  さん

※２月１８日には優秀賞の表彰が行われました。小宮山さんは、同作文で新
潟県主催の「明るい家族づくり運動に関する作文」において、中学年の部で
最優秀賞を受賞し、当日はそちらの表彰式に参加されました。

わ
さんです。なぜかというとわたしにやさしくほう
きのつかいかたをおしえてくれたり、じぶんがし
ようとしたことをてつだってくれるからです。
　一年生になって、わたしは、しょくいんげん
かんそうじのたんとうになりました。はじめての
おそうじで、とてもどきどきしてしんぱいでした。
でも、あおいさんが、「しんぱいしなくても、大じょ
うぶだよ。」と、いってくれました。わたしは、そ
のときうれしい気もちになりました。それからわ
たしは、そうじをがんばりました。
　ある日、わたしは、はじめてほうきのたんとう
になりました。わたしがほうきをしていると、「お
しえてあげるね。」といって、わたしのてをにぎっ
て、わたしといっしょにほうきをしてくれました。
ほうきのつかいかたをやさしくおしえてもらった
のですみずみまでごみをとることができました。
　また、わたしは、ほうきのむきをまちがえてい
ました。そうしたら、「ほうきのむきがまちがって
いるよ。」と、あおいさんにいわれました。「こう
だよ。」と、わたしがもっているほうきのむきをか
えてくれました。
　わたしは、ほうきをするのがすきになりました。
ほうきのつかいかたがじょうずになりました。こ
れからも、あおいさんからおしえてもらったほう
きのやりかたで、そうじをがんばりたいです。
　いつもやさしくしてくれるあおいさんにあさが
おのたねをいつかわたしにいきます。そのときあ
りがとうをいいたいです。　

わ
時からずっと友だちです。いつもあそんでく
れるやさしい友だちです。
　わたしたちは一どもけんかしたことがあり
ません。わるいふんいきになっても、「ごめ
んね、なかなおりしよう。」と言ってくれて
なかなか自分できもちを言えなかったわたし
は、とてもうれしかったです。わたしがほか
のだれかとけんかをしてしまって、元気がで
ない時は、「どうしたの話してごらん、スッ
キリするよ」とやさしいことばをかけてくれ
ます。わたしはそんな友だちに、いつもあり
がとうとつたえたいです。
　ある時、クラスの子がこまっているのを見
ました。わたしは、「どうしたの」と声をか
けました。すると、「ありがとう話しかけて
くれて」と言ってくれて、とても心があたた
かくなりました。わたしも、わたしのクラス
の子もえがおになり、ゆうきをだしてよかっ
たと思いました。わたしがゆうきを出せたの
は、いつも大好きな友だちからやさしいこと
ばをかけてもらって、「こんどは、わたしが
やさしいことばをかけなくちゃ」と思うこと
ができたからです。これからもわたしと友だ
ちで、「いっしょにあそぼう」と、まわりの
人にいっぱい声をかけみんなでたのしいこと
をいっぱいしたいです。
　今、やさしくて、ステキな友だちがいてく
れてとてもしあわせです。これからもたくさ
んの友だちをたいせつにして、「ありがとう」
をたくさん言っていきたいです。

ぼ
んがいます。お姉ちゃんは、ぼくたち家族の中でよく「ミ
ニママ」とよばれています。なぜかというと、ぼくが楽
しい時、うれしい時、悲しい時、こまっている時、どん
な時もそばにいてくれて、ぼくの話を聞いてくれるから
です。きっと、お姉ちゃんはもう６年生だから、やりた
いこともいっぱいあるだろうし、ぼくといっしょにいる
のがいやな時もあるだろうけど、いつも友達のようにぼ
くといっしょにいてくれてぼくを楽しい気持ちにしてく
れます。
　ぼくのお父さんとお母さんは、お仕事で家に帰ってく
るのがとてもおそくなります。そんな時、ぼくはこわが
りなので、部屋に一人でいると、ビクビクしてしまいま
す。でも、いつもお姉ちゃんがいっしょに遊んでくれたり、
勉強を教えてくれたり、そばにいていっしょにねてくれ
たりするので、お父さんやお母さんがいなくても安心し
てすごせます。けれど、宿題を教えてくれる時のお姉ちゃ
んはちょっとこわくて、「字がきたなーい。やり直し！」
と言っておこる時もあります。こんなふうに、お母さん
がいない時でも、ぼくのことをよく見ていて、ぼくの世
話をしてくれるので、お姉ちゃんは、家族みんなから「ミ
ニママ」とよばれています。
　ぼくが学校でいやなことがあったり、つらいことがあっ
たりして家に帰ると、まだぼくが何にも言ってないのに、
ぼくの心が読み取れるように、「どうしたの？何かあっ
た？」とやさしく声をかけてくれて、いつも話を聞いて
くれます。ぼくは、そのたびに「ミニママがいてくれて
よかった」と思うし、「お姉ちゃん大すき！」と思います。
　お母さんは、ぼくたちに、「昊生にとってはお姉ちゃん
が、お姉ちゃんにとっては昊生が、お父さん、お母さん
があたえてあげられる一番のたからものなんだよ。ずっ
とずっと姉弟で助け合っていってね」とよく言います。
少し前までは、この言葉の意味がよく分からなかったけ
ど、最近になって、この言葉の意味が分かるようになっ
てきました。どうしてかというと、こまっている時や、
悲しい時に、お姉ちゃんに相談すると、話を聞いてくれ
たり、はげましてくれたりするので、「これからもがんば
るぞ！」と前向きな気持ちになれ、安心感がずっと高ま
るからです。それに、うれしい時や、楽しい時は、お姉ちゃ
んがいっしょだと、うれしさや楽しさが何倍にもなるか
らです。
　これからも、お母さんの言葉通り、姉弟で助け合って、
笑顔でいっしょにすごしていきたいです。「ミニママは、
ぼくにとってたからものだよ。本当にありがとう」。

男の先生です。初めは、細かいことを注意するので少し
苦手でしたが、スキーや水泳、委員会などでとてもお世
話になり、面白くて話しやすく、勉強以外のこともたく
さん教えて下さり、だんだん好きになりました。けれど、
田中先生は一年前に離任してしまいました。離任式では
とても悲しくて、涙が止まりませんでした。
　田中先生との思い出はたくさんありますが、特に心に
残っていることが三つあります。
　一つ目は、特設水泳で色々とアドバイスをくれたこと
です。飛込みの方法や、平泳ぎがもっと速く泳げるコツ
などを教えていただきました。そのおかげで大会までに
飛込みは上手になり、平泳ぎのタイムも縮み、大会では
一位を取ることができました。とてもうれしかったです。
　二つ目は、スキーです。授業や特設スキー部で、スキー
のすべり方や坂の登り方などを教えてくださいました。
休み時間はスキーの手入れの仕方などを教えてください
ました。中越学童スキー大会では、私のとなりで一緒に
応援をしたり、笑い話をしました。その様子を見たお母
さんが「志帆と田中先生は親子みたいだね。きっとお父
さんがヤキモチを焼くよ。」と言いました。私は照れくさ
くて「そんなことないよ。」と少しきつく言いました。で
も田中先生は笑っていました。五年女子のレースが始ま
る前に、田中先生と「四十位までに入る」と約束をしま
した。私はスタートしてからその約束を思い出しました。
田中先生は今年で離任してしまう、と思っていたのでそ
の約束を果たしたくて頑張りました。しかし急な上り坂
で遅れてしまいました。でもゴールを目指して精一杯走
りました。ゴールをしてしばらくすると順位が貼り出さ
れました。結果は四十四位。私はとてもがっかりしまし
たが、田中先生は笑ってほめてくれました。
　三つ目は田中先生の口ぐせです。先生はいろいろな場
面で同じことを言いました。「この努力が次に生かされな
いと意味がない」「お世話になった先生方、応援をしてく
れたお家の人にちゃんとお礼・感謝・あいさつをしなさ
い。」「礼儀をよくしなさい」その言葉はとても大切なこ
とだと感じ、心に残っています。
　私は田中先生からたくさんのことを教わり、たくさん
の思い出ができました。田中先生のいない学校は少しさ
みしいけれど、私はこれからも田中先生から教わったこ
とを忘れずに、「努力」「感謝」そして「あいさつ」をし
て「礼儀」を正しくしていきたいです。そしてまたどこ
かで会ったときには、ほめてもらえるようになっていた
いです。

私
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興
事
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■１月の相談件数
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市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
80

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

問　商工振興室　☎７９２－９７５３

　
協
力
隊
の
３
年
間
を
振
り
返
る
と
、
た
く
さ
ん
の

出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
茅か

や
ぶ葺

き
屋
根
の
修
復
が
し

た
く
て
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
魚
沼
市
を
訪
れ
た
３

年
半
前
。
思
え
ば
、一つ
ひ
と
つ
の
出
会
い
や
出
来

事
が
、
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
だ
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。
魚
沼
に
来
な
け
れ
ば
出
会
う
事
も
な
か
っ
た
多

く
の
方
と
の
出
会
い
。
そ
の
出
会
い
か
ら
自
分
の
進

む
道
が
ど
ん
ど
ん
切
り
開
か
れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思

い
ま
す
。

　
「
地
域
お
こ
し
」
と
い
う
名
前
だ
け
が
先
行
し
、

自
分
で
も「
地
域
お
こ
し
」っ
て
な
ん
だ
ろ
う
と
ず
っ

と
考
え
続
け
た
３
年
間
で
も
あ
り
ま
し
た
。
色
々

と
模
索
し
活
動
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
自
分
一
人
で

は
到
底
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
手
を
差
し
伸
べ
て

く
だ
さ
っ
た
集
落
の
方
や
市
内
の
方
々
、
関
わ
っ
て

い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
皆
さ
ま
の
お
か
げ
で
任
期
も

無
事
終
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
大
好
き
な
横
根
に
住
み
続
け
ま
す

の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　長岡技術科学大学「技術開発懇談会」が、１月１９
日に堀之内公民館において開催され、「野生動物問題
の現状と研究事例」などが紹介されました。
　この技術開発懇談会は、長岡技術科学大学が地域と
の連携と交流を深め、さらなる技術開発等の推進につ
なげるため、企業者・市民・地元の産官学の関係者、
技術者等を対象として、各地域で開催されているもの
です。今回の懇談会では、「野生動物問題とそこに見
出すビジネスチャンス」と題して、同大学の山本麻希
准教授から話題提供をいただきました。
　現在、中山間地域の過疎化や高齢化が進んだことな
どを背景に、奥山と人間が住む里との境界線が曖昧と
なり、野生動物の分布域が広がってきています。また、
野生動物の増えすぎにより、農業被害だけでなく土砂

災害、人的被害などの問題が増加しており、魚沼市でも、
このような被害が発生しはじめていることからこのよう
なテーマを設定しました。
　当日は、市内外から幅広い業種の企業者や市民ほか、
約２０名が参加。大学の持つ技術を応用し、猿やクマに
発信機を取り付けて居場所を把握する技術、レーザー光
を用いた鳥の飛来防止装置などの紹介に、熱心に耳を傾

　

部
屋
の
借
主
は
、
退
去
時
、
部
屋
を
借
り

た
と
き
の
状
態
に
戻
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
れ
を
原
状
回
復
義
務
と
い
い
、
賃
貸

借
契
約
の
中
で
最
も
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り
や
す

い
も
の
で
す
。
原
状
回
復
義
務
は
「
通
常
の

使
用
を
超
え
る
よ
う
な
」
使
用
を
す
る
こ
と

で
部
屋
に
劣
化
が
生
じ
た
際
に
発
生
し
ま

す
。
ど
の
よ
う
な
場
合
に
借
主
が
責
任
を
負

う
こ
と
に
な
る
か
に
つ
い
て
は
、
目
安
と
し

て
国
土
交
通
省
か
ら
『
原
状
回
復
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
が
示
さ
れ
て

い
る
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
入
居
時

に
写
真
を
撮
っ
て
お
く
と
、
ト
ラ
ブ
ル
解
決

の
際
、
参
考
に
な
り
ま
す
。

【
覚
え
て
お
き
た
い
引
っ
越
し
基
礎
用
語
】

■
敷
金(

保
証
金)

　

契
約
時
に
借
主
が
貸
主
に
対
し
て
担
保
と

し
て
預
け
る
金
銭
の
こ
と
で
、
家
賃
不
払
い

や
破
損
し
た
備
品
の
修
繕
費
用
に
充
て
ら
れ

ま
す
。
貸
主
に
支
払
う
金
銭
を
差
し
引
い
た

金
額
が
、
明
け
渡
し
後
に
返
還
さ
れ
ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

　

健康　うおぬま №
92

　心も体と同じで、不調に早く気づくことで悪化を防ぎます。
　自分や周囲の人が気づくために「なんだかいつもと違う」と
感じたときに以下を心がけてみましょう。
自分：【悩みや辛い気持ちを誰かに話してみましょう】
周囲の人：【大切な命を守るためにできることがあります】
①「元気がないけど何かあった」等声をかけてみましょう。
②相手が話す気持ちになったら、聞き役に徹して話に耳を傾け
ます。その後に「辛かったんだ」「話してくれてありがとう」と
労いの言葉を伝えましょう。③相手の抱えている問題に応じて、
相談機関を紹介したり、つないであげましょう。

問　健康増進室　☎７９２－９７６３
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業
者
に
依
頼
し
て
、

引
っ
越
し
を
済
ま
せ
た

後
に
、「
荷
物
が
壊
れ

て
い
た
」、「
無
く
な
っ

て
い
た
」
と
い
う
こ
と

春の引っ越しシーズン 到
来

ポイントチェックでトラブル
避回

ポイント
１

賃
貸
住
宅
の
原
状
回
復

ポイント
２

荷
物
の
確
認
は
お
早
め
に

が
あ
り
ま
す
。
業
者
の
不
注
意
に
よ
る
も
の

は
賠
償
さ
れ
ま
す
が
、
荷
物
を
引
き
渡
さ
れ

て
か
ら
３
ケ
月
以
内
に
業
者
に
対
し
て
通
知

し
な
い
と
、
請
求
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
早
め
の
荷
解
き
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

早
い
も
の
で
３
年
の
月
日
が
経
ち
ま
し
た
。
福

山
に
来
た
当
初
「
こ
い
つ
大
丈
夫
か
？
い
や
、
絶
対

ダ
メ
だ
。」
と
思
わ
れ
た
方
が
大
半
だ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。
こ
の
ご
時
世
に
手
植
え•

手
刈
り
、
雑

草
だ
っ
て
手
で
抜
い
て
、
そ
ん
な
姿
に
「
ご
う
ぎ
だ

こ
と
～
」と
み
ん
な
不
思
議
そ
う
に
見
て
い
ま
し
た
。

夜
に
真
っ
暗
な
道
を
走
っ
て
い
る
奴
な
ん
か
見
た
こ

と
な
い
か
ら
、
変
質
者
だ
っ
て
思
わ
れ
た
り
も
し
ま

し
た
ね
。
独
り
身
な
も
の
で
「
引
き
こ
も
り
に
な

ら
ん
か
な
？
ア
ル
中
に
な
ら
ん
か
な
？
」
と
心
配
さ

れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
一
度
興
味
本
位
で
マ
ム
シ
を
食
べ
た
ば
っ
か
り

に
、
そ
れ
か
ら
沢
山
届
き
ま
し
た
ね
。
と
っ
て
も
元

気
に
な
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
埼
玉
か
ら
来
た
男
は
、

皆
さ
ん
の
中
で
「
よ
そ
ん
人
」
か
ら
、
少
し
は
「
福

山
の
人
」
に
な
れ
た
で
し
ょ
う
か
？
と
に
も
か
く
に

も
、
温
か
く
受
け
入
れ
て
い
た
だ
い
て
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

素
晴
ら
し
い
時
間
で
し
た
。
ま
た
お
会
い
し
ま

し
ょ
う
。
福
山
と
俺
に
幸
あ
れ
っ
！

三年間を
振り返って

島田 久美子 隊員
（横根地区担当）

田
渕 

一
平
太 

隊
員

（
福
山
新
田
地
区
担
当
）

拝
啓 

福
山
新
田
の
皆
さ
ま

次
は
竜
光
地
区
担
当
の
武
川
学
隊
員
で
す
。

話しませんか

こころの声を
あなたの悩み

３月は自殺予防強化月間です

魚沼地域「命をまもる」キャッチコピー

３つ以上該当したら不調になっている可能性があり
ます。相談機関やかかりつけ医にご相談ください。

○こころの健康チエックの身近な相談窓口
魚沼市健康増進室　☎７９２－９７６３
魚沼地域振興局健康福祉部　☎７９２－８６１４

懇
談
会
の
様
子

けていました。大学に
おける研究成果を企業
等が活用して、暮らし
やすい社会の実現を目
指していく中にビジネ
スチャンスが見出せれ
ばと思います。

ビジネスチャンスを生み出す

産官学の連携で



市報うおぬま　2017.3.10 　

魚沼市
有機セ

ンター
の

地場産肥料で田畑を
元

気
に

をどうぞ！

　魚沼市有機センターでは、環境にやさしい資源循環型の農業を
目指し、地元のもみがらや家畜の排せつ物、おからを原材料とし
て有機堆肥を生産しています。土が柔らかくなると評判の有機堆
肥（魚沼ロマン）をぜひ利用してみてください。

項　目 平均値（単位：％） 品質推奨基準
全窒素（現物値） １．２５ １％以上
りん酸（現物値） １．６２ １％以上
加里　  （現物値） １．１５ １％以上

ｐｈ ７．９（弱アルカリ性）
水分 ４７ ７０％以下

有機物質 ７６．５ ６０％以上
苦土（ﾏｸﾞﾈｼｳﾑ） ０．６１

有機センターの堆肥分析結果

有 機 堆 肥

　

魚
沼
ロ
マ
ン
（
１５
㎏
）
は
、
Ｊ
Ａ
北
魚
沼

の
各
営
農
セ
ン
タ
ー
で
（
１
袋
４
２
０
円
）

販
売
し
て
い
ま
す
。
バ
ラ
堆
肥
は
有
機
セ
ン

タ
ー
で
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

問
魚
沼
市
有
機
セ
ン
タ
ー

　
　

住
所
：
魚
沼
市
吉
水
２
１
８
４

　
　
　
　
　
☎
７
９
４・６
６
８
８

黒々として柔らか
な堆肥は納得の品
質です！

※平成 28 年 3 回の分析結果平均値

　新潟県広報協議会の主催する平成２８年度新潟県広報コンクールの広報誌
の部で、「市報うおぬま１０月１０日号」が昨年に引き続き「最優秀賞（県
知事賞）」を受賞することができました。また、一枚写真の部では１１月
１０日号の表紙写真（鳴倉山からのパラグライダー）が、組み写真の部では
７月１０日号の２～３頁の写真（四季を走る只見線）がそれぞれ「審査員奨
励賞」を受賞しました。これからも、魚沼の今を伝え、皆さまに愛される市
報づくりに取り組みます。今後ともご協力よろしくお願いします。

「市報うおぬま」１０月１０日号

県広報コンクール を受賞県 知 事 賞

１０月１
０日号

２年連続

　

２
～
１５
頁
の
特
集
「
雪
と
暮

ら
し
雪
を
活
か
す
」
に
掲
載
さ

れ
て
い
る
過
去
の
白
黒
写
真
は
、

左
記
の
参
考
文
献
よ
り
引
用
し

て
お
り
ま
す
。

•

「
守
門
の
昭
和
史
」　

編
集
・
発
行
：
守
門
村
公
民
館

•

「
暮
ら
し
の
あ
し
あ
と
」　

制
作
：
広
神
村
教
育
委
員
会

•

「
小
出
町
施
行
１
０
０
周
年

記
念
誌
「
小
出
」　

発
行
：
小
出
町
町
制
施
行
１
０
０

周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

•

湯
之
谷
村
立
村
１
０
０
周
年

記
念
「
湯
之
谷
の
あ
ゆ
み
」

編
集
：「
湯
之
谷
の
あ
ゆ
み
」

編
さ
ん
委
員
・
編
集
委
員
事
務

局
、
湯
之
谷
村
教
育
委
員
会

※
４
～
５
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
雪
室
の
写
真
は
、
十
日
町
市

博
物
館
よ
り
提
供
（
撮
影
：
大

関
義
男
氏
）
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日日時　期期間　場場所　内内容　対対象
資資格　講講師　演演題・出演　相相談員
持持ち物　￥費用　定定員　〆締め切り
Ｈホームページ　他その他　申申し込み
ＭＥメール　問問い合わせ

2017年3月10日号

３.１0魚
沼
市

報

う お
ぬ ま

お知らせ版
く
　
ら
　
し

募
　
　
　
集

健
康
・
福
祉

◆◆
登
録
統
計
調
査
員

　

市
で
は
登
録
統
計
調
査
員
を
随

時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
調
査
員

と
し
て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
国
勢
調
査
等
の
統
計
調
査
の
調

査
員
に
優
先
的
に
任
命
さ
れ
ま
す
。

対
２０
歳
以
上
で
責
任
を
持
っ
て
調

査
を
行
え
る
人
、
守
秘
義
務
を
守

れ
る
人
、
警
察
・
選
挙
・
税
務
に

直
接
関
係
な
い
人
、
暴
力
団
員
で

な
い
人
、
暴
力
団
ま
た
は
暴
力
団

員
と
密
接
な
関
係
を
有
し
な
い
人

・
報
酬
︙
１
回
の
調
査
に
つ
き
２

～
５
万
円
程
度

他
魚
沼
市
統
計
調
査
員
協
議
会
の

会
員
（
年
会
費
５
０
０
円
）
に
な

る
と
視
察
研
修
や
親
睦
会
が
あ
り

ま
す
。
く
わ
し
く
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
企
画
政
策
室　

☎
７
９
２・１
４
２
５

◆◆「
魚
沼
市
子
ど
も
・
子
育

て
会
議
」
委
員

　

保
護
者
や
関
係
者
の
意
見
を
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
の
施
策
に
反

映
さ
せ
る
た
め
の
「
魚
沼
市
子
ど

◆◆
献
血
（
全
血
）

①
消
防
本
部

日
３
月
２８
日
㈫
１０
時
～
１２
時
３０
分

②
小
出
公
民
館

日
３
月
２８
日
㈫
１４
時
３０
分
～
１６
時

内
献
血
種
別
︙
全
血
（
４
０
０
ml
）

持
献
血
カ
ー
ド

問
健
康
増
進
室

☎
７
９
２・９
７
６
３

も
・
子
育
て
会
議
」
の
公
募
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

定
若
干
人

資
市
内
在
住
、
子
育
て
支
援
施
策
に

関
心
を
お
持
ち
の
満
２０
歳
以
上
の
人

・
任
期
︙
委
嘱
の
日
か
ら
２
年
間　

※
会
議
は
平
日
の
日
中
、
年
３
回

程
度
を
予
定

〆
３
月
２４
日
㈮

申
所
定
の
申
込
書
を
子
ど
も
課

（
堀
之
内
庁
舎
１
階
）
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、郵
送・フ
ァ

ク
ス
・
メ
ー
ル
可
。
申
込
書
は
子

ど
も
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

問
子
ど
も
課

☎
７
９
４・６
０
２
７

℻
７
９
４・３
８
９
０

Ｍkosodate@
city.uonum

a.nii
gata.jp

◆◆
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
登

録
受
付

　

災
害
時
の
避
難
誘
導
や
安
否
確

認
等
を
迅
速
か
つ
円
滑
に
行
う
た

め
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
へ
の

登
録
を
行
い
ま
す
。

対
在
宅
で
暮
ら
す
人
で
①
～
⑤
に

該
当
の
人
。

①
７５
才
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
ま

た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
人

②
要
介
護
３
以
上
の
人

③
身
体
障
害
者
手
帳
第
１
種
の
人　

療
育
手
帳
Ａ
の
人　

精
神
障
害
者

福
祉
手
帳
１
～
３
級
の
人

④
県
か
ら
難
病
患
者
情
報
提
供
の

あ
っ
た
人

⑤
①
～
④
の
ほ
か
支
援
が
必
要
な
人

申
３
月
１０
日
頃
申
請
書
（
兼
同
意

書
）
を
送
付
し
ま
す
。

〆
３
月
２７
日
㈪

※
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す

問
厚
生
室

☎
７
９
２・９
７
５
１

◆◆
魚
沼
基
幹
病
院
患
者
通
院
バ

ス
が
路
線
バ
ス
に
な
り
ま
す

　

４
月
か
ら
魚
沼
基
幹
病
院
患
者

通
院
バ
ス
は
、
南
越
後
観
光
バ
ス

㈱
の
路
線
バ
ス
に
移
行
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
市
報
う
お
ぬ
ま
３

月
２５
日
号
の
折
込
チ
ラ
シ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
地
域
医
療
対
策
室

☎
７
９
２・１
４
３
６

只今、平成29年度の会員募集中です！
ご家族そろってご加入ください。

新潟県交通災害共済

年会費１人 500 円
問 まちづくり室　☎ ７９２・９７５２

交通災害共済は全市町村で行う助け合いの制度です

◆◆
水
道
・
下
水
道
メ
ー
タ
ー

検
針
時
の
お
願
い

　

冬
期
推
定
地
区
の
精
算
検
針
を

３
月
に
行
い
ま
す
。
メ
ー
タ
ー
周
り

の
除
雪
・
清
掃
に
ご
協
力
下
さ
い
。

問
ガ
ス
水
道
局
（
業
務
課
）

☎
７
９
２・１
１
１
８

◆◆
春
の
環
境
美
化
運
動
の
実
施

　

春
の
環
境
美
化
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
各
自
治
会
、団
体
等
で
、

積
極
的
に
環
境
美
化
運
動
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

期
４
月
１
日
㈯
～
６
月
３０
日
㈮

問
環
境
対
策
室　

☎
７
９
２・９
７
６
６
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食育の日　日３月１９日　毎月１９日は「食育の日」です。良質な睡眠には主食、主菜、副菜をそろえた
食事が基本です。特にタンパク質（魚、肉、大豆製品）を摂ると睡眠にかかわるホルモンの材料となります。

１月分ごみ量
問廃棄物対策室☎７９２・３０５５

種別 H28 H27 増減 ◦単位：トン
　（１トン未満四捨五入）
　 封 筒 や テ ィ ッ シ ュ
ペーパーの空き箱など
はリサイクルできる資
源ごみです。雑誌など
と一緒に古紙としてだ
してみませんか。
　今後もごみの分別と
減量にご協力をお願い
します。

可燃ごみ 962 977 -15
不燃ごみ 47 49 -2
大型ごみ 16 19 -3
容器包装 14 12 2

古紙類 60 72 -12
合　計 1,099 1,129 -30

禁煙の日　日３月２２日　毎月２２日は、シンボルマークの２羽の白鳥が寄り添う姿から「スワン
スワンで禁煙を！」の禁煙の日です。新たな春は禁煙のチャンス、あなたもはじめてみませんか。

生
涯
学
習
・
公
民
館

◆❶
堀
之
内
水
彩
画
ク
ラ
ブ
作
品
展

期
３
月
５
日
㈰
～
３０
日
㈭
９
時
～

１６
時
※
祝
日
休
館

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

内
堀
之
内
公
民
館
で
活
動
し
て
い

る
水
彩
画
ク
ラ
ブ
１０
人
の
作
品
２０

点
を
展
示
し
ま
す
。　

対
ど
な
た
で
も

￥
無
料

◆❷
伊
米
ヶ
崎
地
区「
芸
能
祭
」

　

芸
能
発
表
を
通
じ
て
地
域
の
親

睦
を
は
か
り
ま
す
。

日
３
月
１８
日
㈯
１３
時
～
１５
時
３０
分

場
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

内
歌
・
踊
り
・
楽
器
演
奏
・
ダ
ン

ス
・
趣
味
の
演
芸
な
ど

演
伊
米
ヶ
崎
地
区
市
民
お
よ
び
そ

の
関
係
者

対
ど
な
た
で
も

￥
無
料

他
伊
米
ヶ
崎
地
区
区
長
会
共
催

◆❷
自
然
観
察
講
座

◎
ギ
フ
チ
ョ
ウ
観
察

日
４
月
２３
日
㈰
８
時
３０
分
～
１２
時

少
雨
決
行

場
見
晴
ら
し
の
湯
こ
ま
み
前
駐
車

場
集
合
（
駒
見
～
坊
ヶ
沢
山
）

内
ギ
フ
チ
ョ
ウ
の
生
態
観
察
学
習

講
井
口
史
男
さ
ん
・
坂
大
守
さ
ん

（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
魚
沼
自
然
大
学
）　

対
ど
な
た
で
も
※
お
子
さ
ん
は
保

護
者
同
伴

定
先
着
３０
人

￥
３
０
０
円

持
動
き
や
す
い
服
装
・
山
歩
き
出

来
る
靴
・
雨
具
・
飲
み
物
な
ど

他
主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
魚
沼
自
然
大
学

◆❶
自
然
観
察
講
座

◎
薬
師
城
山
ハ
イ
キ
ン
グ

日
４
月
９
日
㈰
８
時
３０
分
～
１２
時

内
湯
之
谷
公
民
館
→
大
沢
農
村
公

園
→
城
山
→
薬
師
堂
→
湯
之
谷
公

民
館

講
佐
藤
郁
子
さ
ん
・
高
橋
新
一
さ

ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
魚
沼
自
然
大
学
）　

対
小
学
生
以
上
※
小
学
生
は
保
護

者
同
伴

定
先
着
３０
人

￥
３
０
０
円

◆◆
入
広
瀬
公
民
館
図
書
室
の

開
館
時
間
の
変
更

　

４
月
か
ら
入
広
瀬
公
民
館
図
書

室
は
土
・
日
・
祝
日
が
休
館
と
な

り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
掛
け
い
た

し
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

◎
４
月
以
降
の
開
館
時
間

・
月
～
金
曜
日
９
時
３０
分
～
１７
時

１５
分

※
祝
日
、
年
末
年
始
、
お
盆
期
間

は
休
館

問
生
涯
学
習
課

☎
７
９
４・６
０
７
３

◆◆
０
～
３
歳
向
け
だ
っ
こ
で

お
は
な
し
小
出

　

同
じ
年
頃
の
お
友
だ
ち
と
一
緒

に
手
遊
び
や
絵
本
を
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日
３
月
２４
日
㈮
１０
時
３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館

内
絵
本
「
ぐ
や
ん
よ
や
ん
」「
ほ

わ
ほ
わ
さ
く
ら
」
紙
芝
居
「
お
い

し
い
お
い
し
い
！
」
な
ど

対
入
園
前
の
乳
幼
児
と
保
護
者

￥
無
料

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２・０
３
３
７

◆◆
乳
幼
児
向
け
だ
っ
こ
で
お

は
な
し
広
神

日
３
月
１８
日
㈯
１０
時
３０
分
か
ら

場
広
神
図
書
館

内
絵
本
を
読
ん
だ
り
手
遊
び
し
た

り
︙
み
ん
な
一
緒
に
楽
し
ん
で
い

た
だ
け
る
時
間
で
す
。

大
型
絵
本「
ぴ
ょ
ー
ん
」、絵
本「
く

つ
し
た
く
ん
」
な
ど

問
広
神
図
書
館

☎
７
９
９・３
２
２
７

催
　
　
　
し

◆◆
市
内
事
業
者
の
皆
さ
ま
へ

◎
新
入
社
員
等
合
同
研
修

日
１
回
目
︙
４
月
７
日
㈮

２
回
目
︙
４
月
２６
日
㈬

い
ず
れ
も
９
時
～
１７
時

内
魚
沼
市
や
地
元
事
業
所
の
現
状

問
申
伊
米
ヶ
崎
公
民
館

☎
７
９
２・０
０
８
２

（
受
付
：
９
時
～

１６
時
）

問
申
湯
之
谷
公
民
館

☎
７
９
２・０
５
３
０

（
平
日
：
９
時
～

１６
時
）

と
課
題
等
の
講
話
、
社
会
人
と
し

て
必
要
な
一
般
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ナ
ー
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、

グ
ル
ー
プ
研
修
（
予
定
）

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

対
新
入
社
員
お
よ
び
入
社
後
２
～

３
年
の
若
手
社
員
・
中
途
採
用
社

員
（
過
去
に
本
研
修
未
受
講
者
）

定
各
回
３０
人

￥
無
料

〆
４
月
３
日
㈪

申
商
工
振
興
室

☎
７
９
２・９
７
５
３

℻ 

７
９
３・１
０
１
６

持
歩
き
や
す
い
服
装
・
雨
具
・
軽

食
・
水
分
な
ど

他
主
催
：
Ｎ
Ｐ
Ｏ
魚
沼
自
然
大
学

ミ 

ニ 

情 

報

◆◆
め
ぐ
み
幼
稚
園
創
立
50
周

年
記
念
誌
発
行
に
伴
う
写

真
の
募
集

　

記
念
誌
を
発
行
す
る
た
め
、
尼

僧
学
林
時
代
（
昭
和
５
年
～
２４

年
）、
み
ど
り
保
育
所
時
代
（
昭

和
３８
年
～
４２
年
）、
み
ど
り
幼
稚

園
時
代
（
昭
和
４２
年
～
４３
年
）、

め
ぐ
み
幼
稚
園
初
期
の
頃
（
昭
和

４３
年
～
４８
年
位
）
の
写
真
を
探
し

て
い
ま
す
。

〆
４
月
２８
日
㈮

他
写
真
は
、
６
月
１８
日
㈰
開
催
の

記
念
式
典
で
配
布
す
る
記
念
誌
に

掲
載
し
ま
す
。
な
お
、
写
真
原
本

は
デ
ー
タ
処
理
後
に
返
却
い
た
し

ま
す
。

申
め
ぐ
み
幼
稚
園

☎
７
９
２・６
７
６
８

◆◆
魚
沼
水
墨
画
教
室
入
会
者
募
集

　

早
津
剛
先
生
を
講
師
と
し
て
、

水
墨
画
の
基
礎
を
学
び
ま
す
。

日
第
２・４
金
曜
日
１３
時
～
１６
時　

場
小
出
北
部
公
民
館

対
ど
な
た
で
も
（
初
心
者
歓
迎
）

￥
年
会
費
：
２
、０
０
０
円

受
講
料
：
月
１
、７
０
０
円

問
魚
沼
水
墨
画
教
室
・
目
黒

☎
７
９
２・４
１
６
６

◆◆
よ
さ
こ
い
体
験
会

　

鳴
子
を
使
っ
て
「
正
調
よ
さ
こ

い
鳴
子
踊
り
」
を
踊
り
ま
す
。
正

調
よ
さ
こ
い
踊
り
は
、
簡
単
で
激

し
く
な
い
の
で
楽
し
く
身
体
を
動

か
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
頃
の

運
動
不
足
や
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

ま
し
ょ
う
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

◆◆
只
見
線
に
乗
っ
て
み
よ
う

　

只
見
線
に
乗
っ
て
只
見
駅
に
行

き
、折
り
返
し
で
帰
っ
て
く
る「
只

見
線
に
乗
る
」
会
で
す
。

日
３
月
１１
日
㈯
・
１８
日
㈯
・
２７
日

㈪
、
４
月
１
日
㈯
・
８
日
㈯

内
１７
時
１０
分
小
出
駅
発
の
列
車
に

乗
り
１８
時
３５
分
只
見
駅
発
の
折
り

返
し
で
帰
り
ま
す
。
最
寄
り
の
駅

か
ら
乗
車
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。

車
内
で
は
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

対
ど
な
た
で
も

￥
往
復
の
乗
車
料
金

他
く
わ
し
く
は
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

「
只
見
線
な
ん
と
か
会
」
で
検
索

問
只
見
線
な
ん
と
か
会
・
榎
本

☎
０
９
０・９
８
２
０・２
２
１
９

◆◆
～
あ
の
感
動
を
再
び
～

◎
フ
ラ
イ
ナ
イ
ト
Ｏ
Ｎ 

Ｔ
Ｈ
Ｅ　

Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
２
０
１
７
開
催
決
定

　

今
年
も
薬
師
ス
キ
ー
場
で
、
圧

巻
の
雪
上
Ｆ
Ｍ
Ｘ
バ
イ
ク
シ
ョ
ー

「
フ
ラ
イ
ナ
イ
ト
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
魚
沼
市
と
ス
ポ
ン
サ
ー
契

約
中
の
Ｆ
Ｍ
Ｘ
ラ
イ
ダ
ー
・
鈴
木

大
助
を
は
じ
め
、
様
々
な
イ
ベ
ン

ト
や
テ
レ
ビ
番
組
等
で
活
躍
す
る

プ
ロ
Ｆ
Ｍ
Ｘ
ラ
イ
ダ
ー
が
多
数
出

ＱＲコード

◆◆
魚
沼
マ
ジ
ッ
ク
・
ラ
ブ
会

員
発
表
会

日
３
月
１９
日
㈰
１３
時
か
ら

場
神
湯
温
泉
倶
楽
部

内
会
員
に
よ
る
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

￥
入
浴
客
は
観
覧
無
料

問
魚
沼
マ
ジ
ッ
ク
・
ラ
ブ
・
大
島

☎
０
９
０・２
２
３
１・３
６
５
７

◆◆
原
付
免
許
取
得
講
習

日
４
月
１６
日
㈰
７
時
か
ら

場
魚
沼
中
央
自
動
車
学
校

対
①
１６
歳
以
上
の
人
、
②
講
習
後

１
年
以
内
に
１６
歳
に
達
す
る
人

￥
４
、２
０
０
円
（
お
つ
り
の
な

い
よ
う
準
備
し
て
く
だ
い
）

申
受
講
日
の
１
週
間
前
ま
で
に
魚

沼
市
交
通
安
全
協
会
（
交
通
セ
ン

日
３
月
２５
日
㈯
１９
時
３０
分
～
２１
時

場
湯
之
谷
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

持
内
履
き
、
飲
み
物
、
運
動
の
で

き
る
服
装
、
タ
オ
ル
等

￥
無
料

問
つ
づ
美
・
井
口

☎
０
９
０・２
６
３
２・４
２
４
９

演
し
ま
す
。
更
に
は
、
Ｆ
Ｍ
Ｘ
以

外
に
も
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り

だ
く
さ
ん
。

　

百
聞
は
一
見
に
し
か
ず
。
言
葉

で
言
い
尽
く
せ
な
い
感
動
の
Ｆ
Ｍ

Ｘ
シ
ョ
ー
を
そ
の
目
に
焼
き
付
け

て
く
だ
さ
い
。

日
３
月
２５
日
㈯
～
２６
日
㈰

内
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、
フ
ラ
イ

ヤ
ー
ズ
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
・
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

問
フ
ラ
イ
ナ
イ
ト
Ｏ
Ｎ
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｓ
Ｎ
Ｏ
Ｗ
２
０
１
７
事
務
局

☎
０
５
７
２・２
６・９
６
７
７

◆◆
親
御
さ
ん
の
た
め
の
婚
活
応

援
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者
募
集

　

３０
年
の
経
験
を
持
つ
元
裁
判
所

書
記
官
が
「
子
ど
も
が
結
婚
し
た

く
な
る
親
の
あ
り
か
た
」
を
お
話

し
し
ま
す
。

日
３
月
１７
日
㈮
１４
時
～
１５
時
３０
分　

場
南
魚
沼
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー

ル「
さ
わ
ら
び
」（
南
魚
沼
市
浦
佐
）　

講
渋
井
保
之
さ
ん
（
元
裁
判
所
書

記
官
）

対
独
身
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

親
御
さ
ん　

￥
無
料
〆
３
月
１５
日
㈬

他
主
催
：
新
潟
県

申
㈱
ア
ク
セ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

☎
０
２
５・２
４
８・４
５
５
３

問
南
魚
沼
市
企
画
政
策
課

☎
０
２
５・７
７
３・６
６
７
２

タ
ー
内
）
ま
た
は
バ
イ
ク
販
売
店

へ
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。
定
員

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

持
本
籍
記
載
の
住
民
票

他
講
習
終
了
後
、
希
望
者
に
は
３０

分
程
度
の
学
科
試
験
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
レ
ッ
ス
ン
を
行
い
ま
す
。

問
魚
沼
市
交
通
安
全
協
会

☎
７
９
２・５
２
７
５

フライヤーズ
コネクション
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 ３月 16 日～３１日 行事カレンダー
16 木

17 金

18 土 魚沼映画の専門店「おやじの釜めしと編みかけの
セーター」(① 14:00② 18:00/ 小出郷文化会館）

19 日
日曜なんでも相談会・要予約（8:30/ 市民相談センター）
リサイクルハウス（13:00 ～ 15:00/ エコプラント隣）
魚沼映画の専門店「おやじの釜めしと編みかけの
セーター」(① 10:00② 14:00/ 小出郷文化会館）

20 月

21 火

22 水

23 木 年金相談日（10:00 ～ 15:00/ 小出ボランティアセンター）
要予約：長岡年金事務所☎ 0258･88･0006

24 金 だっこでおはなし小出（10:30/ 小出郷図書館）

25 土 ブックスタート広神（10:00/ 広神図書館）

26 日 臨時休日窓口（8:30 ～ 17:15/ 小出庁舎）

27 月 31 日まで窓口延長（～ 18:30/ 小出庁舎）

28 火 献血①（10:00 ～ 12:30/ 消防本部）
献血②（14:30 ～ 16:00/ 小出公民館）

29 水

30 木

31 金

乳幼児健診
種 類 対象生年月日 期 日 受 付 会 場

乳児（４か月児） 平成 28 年 12 月 27 日
㈭

13:00
～

13:15

子育て支援セ
ンターぱぴぷ

1 歳６か月児 平成 27 年 9 月 12 日
㈬

湯之谷
保健

センター
２歳児 平成 27 年 4 月 19 日

㈬

３歳児 H26.4.2～ 4.30 26 日
㈬

持・母子健康手帳、問診票、オムツ等の着替え
他・日程変更をご希望の場合は、事前にご連絡ください。
　・感染症にかかっている、またはその疑いがある場合
　　はご連絡のうえ、治ってからお越しください。

子育て支援センターぱぴぷ　☎ 792・6356
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金 9:00 ～ 16:00 自由遊びなど

ぴよぴよタイム 月～金 10:45 ～ 11:00 手遊び・ふれあい体操

土曜開放 毎週土曜 9:00～ 11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 ～ 12:00 ／ 13:00 ～ 15:00

栄養相談
（栄養士同席）

10 日㈪ 10:00 ～　
11:30

離乳食や食事の
相談ができます。17 日㈪

堀之内なかよし保育園　　☎ 794・6161　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金9:00 ～ 15:00 自由遊び、
ふれあい体操など

すくすく広場（出張親子ふれあい広場）  
会　場 日　時 内　容

入広瀬保健センター 14 日㈮ 10:00～ 11:00 はじめましての会
（ボールプールで遊ぼう）

親子ふれあい広場４月 問健康増進室
☎ 792・9763

４月 児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期 日 受 付 会 場

離乳食講習会
ステップ１

H29 年 1 月生の
乳児の養育者

４日
㈫ 9:30

～
9:45

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ぱ
ぴ
ぷ

離乳食講習会
ステップ２

H28 年 9 月生の
乳児の養育者

11 日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

H28 年 6 月生の
乳児の養育者

24 日
㈪

13:30
～

13:45
1 歳

よちよち教室
（親子遊び、仕上げ

みがきなど）
平成 28 年 4 月生 25 日

㈫
9:15
～

9:30

持・母子健康手帳　・オムツ等の着替え
◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

・個人通知はありません。

問子ども課
☎ 794・6027

すもんこども園　　　☎ 797・2002　
名　称 日　時 内　容

広場開放 月～金9:00 ～ 12:00 自由遊び、
ふれあい体操など

・４月 27 日㈭は、4 か月健診のため午後からお休みとなります。

・３月 27 日㈪～ 4 月４日㈫は、お休みとなります。

・３月 27 日㈪～ 4 月４日㈫は、お休みとなります。

◆◆
魚
沼
地
域
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
組
合
（
特
養
八
色

園
）
職
員
募
集

・
募
集
定
員
︙
看
護
師
１
人

・
業
務
内
容
︙
八
色
園
入
居
者
に

関
す
る
医
療
全
般

・
受
験
資
格
︙
昭
和
４６
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
看
護
師

の
資
格
を
有
す
る
人
、
若
し
く
は
平

成
２９
年
３
月
３１
日
ま
で
に
取
得
見
込

み
の
人
。
地
方
公
務
員
と
し
て
の
欠

格
条
項
に
該
当
し
な
い
人
。

・
試
験
日
︙
４
月
１１
日
㈫
９
時
か
ら

・
試
験
場
︙
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
八
色
園
（
南
魚
沼
市
浦
佐

４
０
５
９
番
地
１
）

・
試
験
の
方
法
︙
看
護
師
と
し
て

の
専
門
知
識
に
つ
い
て
の
筆
記
試

験
、
作
文
試
験
、
面
接
試
験

・
採
用
日
︙
平
成
２９
年
７
月
１
日

※
合
否
結
果
は
４
月
中
に
お
知
ら

せ
し
ま
す
。
ま
た
こ
の
試
験
に
よ

る
採
用
は
、
最
終
合
格
者
の
中
か

ら
決
定
し
ま
す
。

申
受
験
申
込
書
、
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
試
験
要
項
は
八
色
園
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

〆
３
月
２１
日
㈫

◆◆◆

29
年
度
社
会
人
講
座
「
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
初
級
」

期
４
月
上
旬
～
１
月
下
旬
毎
週
火

曜
１４
時
５５
分
～
１６
時
３０
分（
予
定
）

場
県
立
堀
之
内
高
等
学
校

内
ワ
ー
プ
ロ
、
表
計
算
ソ
フ
ト
の

講
義
と
実
習
を
行
い
ま
す
。（
ロ
ー

マ
字
入
力
で
実
施
）

対
市
内
お
よ
び
近
隣
地
域
の
人

定
２０
人
程
度

￥
年
間
３
、５
０
０
円
、
教
材
費

約
１
、５
０
０
円
の
ほ
か
「
健
康

診
断
書
」
費
用

※
教
材
は
受
講
決
定
後
に
指
定

〆
３
月
２２
日
㈬

◆◆
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
・

ナ
ビ
２
０
２
０
（
東
京

２
０
２
０
組
織
委
員
会
入

札
手
続
き
に
つ
い
て
）

内
（
公
財
）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

組
織
委
員
会
の
入
札
手
続
き
に
お

い
て
、「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
・

ナ
ビ
２
０
２
０
」
が
活
用
さ
れ
る

◆◆
テ
レ
ビ
の
ご
視
聴
に
関
す

る
お
知
ら
せ◆

　
携
帯
電
話
事
業
者
が
、
新
し
い
周

波
数
帯
を
利
用
す
る
た
め
、
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
放
送
の
受
信
に
影
響

を
与
え
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

試
験
電
波
発
射
予
定
時
期
と
対

策
作
業
の
周
知
の
た
め
、
３
月
初

旬
か
ら
チ
ラ
シ
を
お
届
け
し
ま

す
。
な
お
、
対
策
作
業
等
の
実
施

に
伴
い
費
用
を
請
求
す
る
こ
と
は

一
切
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

他
く
わ
し
く
は
、
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

利
用
推
進
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
一
般
社
団
法
人
７
０
０
Ｍ
Ｈ
ｚ

利
用
推
進
協
会

☎
０
１
２
０・７
０
０・０
１
２

※
３
月
１５
日
㈬
は
卒
業
式
の
た
め

午
前
中
は
受
け
付
け
で
き
ま
せ
ん

申
所
定
の
申
込
書
を
記
載
の
上
、

住
所
氏
名
を
記
載
し
た
返
信
用
封

筒
（
９２
円
切
手
添
付
）
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
に
て

「
健
康
診
断
書
」
を
お
渡
し
し
ま

す
。
初
回
受
講
日
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
書
は
事
務

室
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
受
付
：
９
時
～
１６
時
３０
分

問
堀
之
内
高
等
学
校

☎
７
９
４・３
３
１
７

問
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
八
色
園

☎
０
２
５・７
７
７・３
８
１
１

◆◆
浄
化
槽
法
定
検
査
手
数
料

の
改
正

　

浄
化
槽
は
、
し
尿
等
を
微
生
物

の
働
き
な
ど
に
よ
り
浄
化
す
る
水

質
汚
濁
防
止
の
た
め
の
装
置
で

す
。
日
常
の
保
守
点
検
、
清
掃
の

ほ
か
、
年
１
回
、
法
定
検
査
が
必

要
で
す
。
こ
の
法
定
検
査
手
数
料

が
昨
年
３
月
に
一
部
改
正
さ
れ
、

４
月
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

（
例
）
２０
人
槽
以
下
浄
化
槽

・
現
行
︙
３
、７
０
０
円

・
改
正
後
︙
４
、１
０
０
円

他
し
尿
の
み
を
処
理
す
る
単
独
処

理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
人

は
、
生
活
雑
排
水
も
併
せ
て
処
理

す
る
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
新
潟
県
廃
棄
物
対
策
課

☎
０
２
５・２
８
０・５
１
６
０

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
組
織
委
員

会
と
の
取
り
引
き
を
希
望
す
る
事

業
者
が
入
札
に
参
加
す
る
た
め
に

は
「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
・
ナ
ビ

２
０
２
０
」
へ
の
事
前
登
録
が
必

要
で
す
。
登
録
は
無
料
で
す
。

他
登
録
は
、
専
用
サ
イ
ト
か
ら

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◎
専
用
サ
イ
ト

「
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
・
ナ
ビ

２
０
２
０
」
で
検
索

問
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
・
ナ
ビ
事

務
局

☎
０
５
７
０・０
０
９・７
７
７

◆◆「
労
働
基
準
監
督
官
」
採

用
試
験

　

労
働
基
準
監
督
官
（
厚
生
労
働

省
職
員
）
採
用
試
験
の
第
１
次
試

験
が
行
わ
れ
ま
す
。

日
６
月
１１
日
㈰

場
新
潟
市

◎
受
験
資
格

・
昭
和
６２
年
４
月
２
日
～
平
成
８

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

・
平
成
８
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
人
で
次
に
掲
げ
る
も
の

①
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
平

成
３０
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業

す
る
見
込
み
の
人

②
人
事
院
が
①
に
掲
げ
る
人
と
同

等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

◎
試
験
の
程
度

・
大
学
卒
業
程
度

〆
４
月
１２
日
㈬

他
受
験
申
込
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
の
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

◎
申
込
専
用
サ
イ
ト

Ｈhttp://w
w

w.jinji-shiken.go
.jp/juken.htm

l

問
新
潟
労
働
局
総
務
課

☎
０
２
５・２
８
８・３
５
０
０

◆◆
県
立
小
出
高
等
学
校
「
医

療
専
攻
」
発
表
会

日
３
月
２２
日
㈬
１４
時
～
１６
時

場
市
立
小
出
病
院

内
生
徒
に
よ
る
テ
ー
マ
別
発
表
会

対
ど
な
た
で
も
￥
無
料

問
小
出
高
等
学
校

☎
７
９
２・０
２
２
０
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食美　　 品逸
　市内の美味しい食や魚沼ブランド推奨品などを紹
介する新コーナー！ 第２回目は、冬期間の促成栽
培で、一足早く春を感じられる「たらの芽」をご紹
介します。

　NO．2

　積雪量の多い魚沼
市では、１９８５年に
農家の冬期間の所得
確保対策のため、旧
堀之内町で「たらの
芽」の促成栽培を始

めました。今では全国から引き合いがあり、特に関西圏
を中心に出荷され、料亭などで振る舞われています。
　需要期は３～４月ですが、魚沼産は１２～５月初旬ま
で長期間安定して出荷できるのが強みです。「たらの芽」

はたらの木の新芽で、カリウムやナイアシン等を多く
含み、制がん作用があると言われます。おすすめの食
べ方はやっぱり天ぷら！うどに似た香りとほのかな苦み
の「たらの芽」で、春を感じてみてはいかがでしょうか。

堀之内たらの芽生産組合　
組合長  森山  健一 さん

　「うおぬま百菜花ん」で販売していま
すので、「うるい」や「ふきのとう」な
どと一緒に、ぜひお買い求めください。

　
「
う
お
ぬ
ま
地
方
の
健
康
調
査
」

で
は
、
平
成
２６
年
度
に
４０
歳
以
上

の
全
市
民
に
対
し
て
「
生
活
習
慣

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
お
願

い
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
集

計
結
果
の
中
か
ら
、
喫
煙
に
関
す

る
結
果
を
一
部
ご
報
告
し
ま
す
。

■
魚
沼
地
区
に
お
け
る
喫
煙
習
慣

の
特
徴
（
※
１
）

　

魚
沼
地
区
の
喫
煙
率
は
、
男
性

３０
・
４
％
、女
性
８
・
７
％
で
し
た
。

さ
ら
に
、
年
代
別
に
分
け
、
全
国

（
※
２
）
の
喫
煙
率
と
比
較
し
て
み

る
と
、
男
性
は
全
国
と
ほ
ぼ
同
じ

未来の

健康のために

問　健康増進室　☎７９２－９７６３

～うおぬま地方の健康調査～

で
す
が
、
女
性
は
全
国
よ
り
も
高

く
、
特
に
４０
歳
代
、
５０
歳
代
の
喫

煙
率
が
高
め
で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。（
図
１
・
図
２
）

　

こ
れ
ら
の
背
景
に
あ
る
も
の
や

喫
煙
と
疾
患
な
ど
と
の
関
係
を
こ

れ
か
ら
の
追
跡
調
査
に
よ
っ
て
明

ら
か
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

％

％

※
１　
「
う
お
ぬ
ま
地
方
の
健
康
調
査
」

に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
魚
沼
市
・
南
魚

沼
市
の
４０
歳
以
上
（
年
齢
上
限
な
し
）

の
方
の
平
成
２８
年
末
時
点
の
集
計
結
果

※
２　

平
成
２６
年
国
民
健
康
・
栄
養
調

査
（
厚
生
労
働
省
）

　「うおぬま地方の健康調査」に同意された皆さまには、一
年に一度、３月下旬に新潟大学から「健康調査票」が届きま
す。一年間の健康状態についてお聞きするもので、今後、新
潟大学が分析をしていくうえで大切な調査となります。簡単
な内容ですので、わかる範囲で記入してくださるよう、ご協
力をお願いします。

引き続きのご協力よろしくお願いします
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市
報
ク
イ
ズ

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！

ＱＡ

表
紙
の
写
真

編
集
後
記

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、３月２４日（金）です。

　

昨
年
末
か
ら
の
少
雪
で
「
克
雪

利
雪
」
特
集
は
「
企
画
倒
れ
か
」

と
思
い
始
め
た
１
月
中
旬
。
突
然

の
冬
将
軍
の
到
来
に
、
急
ピ
ッ
チ
で

の
取
材
と
な
り
ま
し
た
。
昔
の
文

献
を
ひ
っ
く
り
返
し
、
除
雪
隊
に

密
着
し
、
利
雪
技
術
を
伺
う
中
で
、

「
雪
に
対
し
て
無
知
だ
っ
た
」
こ
と

を
痛
感
。
ふ
と
思
え
ば
、
我
家
の

畑
に
も
多
忙
を
理
由
に
採
り
残
し

た
大
根
や
白
菜
が
。
雪
室
効
果
を

知
っ
た
今
、
そ
の
野
菜
を
味
合
わ

な
い
訳
に
は
い
き
ま
せ
ん
。（
Ｍ
）

　

大
湯
温
泉
ス
キ
ー
場
の
コ
ー
ス

脇
に
ど
っ
し
り
と
鎮ち
ん
ざ座
す
る
「
巨

大
雪
洞
」。
入
口
か
ら
ほ
ん
の
り
と

漏
れ
る
ロ
ウ
ソ
ク
の
灯
り
に
吸
い

寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、
人
々
が
雪

洞
に
入
っ
て
い
き
ま
す
。「
え
～
。

雪
洞
っ
て
温
か
い
」
と
口
ぐ
ち
に

話
す
の
は
女
の
子
の
グ
ル
ー
プ
。

「
楽
し
い
雪
の
思
い
出
が
い
つ
ま
で

も
心
に
残
っ
て
欲
し
い
」
と
願
い

シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
し
ま
し
た
。

①
小
出
橋
の
た
も
と

②
新
柳
生
橋
の
た
も
と　

③
青
島
大
橋
の
た
も
と

小
出
で
流
雪
溝
が
発
祥
し
た
こ
と
を
記
念
し

建
立
さ
れ
た
「
流
雪
溝
記
念
碑
」
は
ど
こ
に

あ
る
で
し
ょ
う
か
？
（
関
連
記
事
７
頁
）

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
３
月
２３

日
㈭
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

〠 946-8601　
住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   koho@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

　

前
回
の
正
解
は
、「
③
22
日
」
で
し
た
。
当
選
は
次

の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

※
応
募
総
数
：
１７
通
（
う
ち
正
解
数
：
１７
）

　
桜
井　
　
在　
さ
ん

　
星　
　
海
翔　
さ
ん

　
星　
　
太
一　
さ
ん

　
山
田　
フ
ミ　
さ
ん

　
渡
辺　
翔
大　
さ
ん

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。

上重　　康　宇津野　　　　５０歳
青木　　昇　雁坂下　　　　７９歳
金澤マスノ　山口　　　　　９３歳
桐生　　潤　中島　　　　　４３歳
鈴木　茂雄　中島　　　　　９０歳
桑原　文吉　中家　　　　　９８歳
中澤　　武　三ツ又　　　　８１歳
榎本　　悦　須川　　　　　９５歳
大平　正二　守門宮原　　　８１歳
野村長四郎　守門宮原　　　９４歳
五十嵐芳一　大谷内　　　　８９歳
馬場マツエ　福山新田　　　９２歳
佐藤　敏雄　西名新田　　　６０歳
櫻井　ハル　高倉　　　　　９２歳
佐藤　ヨミ　穴沢　　　　　９１歳
五十嵐三夫　大栃山　　　　９４歳

西澤　ケサ　下町二　　　　９９歳
宮　　サト　下町二　　　　９１歳
田村　　守　堀之内稲荷町　７４歳
星野　トノ　新田　　　　　８６歳
上村　アイ　新田　　　　　９２歳
滝澤　コト　徳田　　　　　９１歳
渡辺　シゲ　四番町二　　　９０歳
目黒　哲夫　浦町四　　　　７９歳
栁瀨　登代　浦町四　　　　９３歳
水澤　久雄　南本町　　　　６７歳
櫻井　快雄　小出栄町　　　８３歳
神保　　隆　羽根川一　　　８０歳
川上タケノ　向山　　　　１０８歳
谷地又和久　青島上　　　　５７歳
井上　保市　青島上　　　　９３歳
佐藤　　智　沢田一　　　　９０歳
平澤榮市郎　佐梨　　　　　７５歳
駒形ムメノ　干溝　　　　　９０歳
小林　　剛　虫野　　　　　６９歳
櫻井シヅイ　虫野　　　　　７８歳
丸山　信司　上ノ原　　　　９１歳
大桃　幸平　七日市　　　　９２歳
星　　　巽　大沢　　　　　８２歳

吉田　松
ま つ り

栞　悠介・香朱美　堀之内稲荷町
豊島　光

ひ か り
莉　圭・香央理　　河原町

平澤　心
み ゆ う

優　健・幸江　　　　田戸
遠藤　大

ひ ろ や
矢　繁幸・純子　　　寺村

佐藤　永
と わ

遠　心太・杏菜　小出稲荷町二
廣田　想

そうすけ
介　裕・美沙　小出稲荷町二

下村　心
し ん や

哉　卓・愛美　　　　中原
外角　健

け ん た
太　洋輔・春菜　みどりケ丘

髙橋　　穹
そら

　大樹・鈴奈　　　板木
関　陽

ひ ま り
茉莉　遼・麻莉子　　　大浦

嶋田　柊
しゅうご

吾　一良・恵　　　上ノ原
五十嵐市

い ち か
佳　弘樹・奈緒美　　井口

浅井優
ゆ り あ

璃愛　修平・美悠貴　七日市
渡辺こころ　司・真季　　　七日市
目黒　瑛

あ き と
人　康輔・里紗　　七日市

渡部　雪
せ っ か

華　龍也・智恵美　　吉田
八木みゆき　大樹・桃子　　　吉田
佐藤つむぎ　学・鮎美　　　　葎沢
仲丸　結

ゆ い な
那　剛・幸子　　　　田中

星　　沙
さ ゆ き

幸　卓馬・麻矢　　　並柳
坂西　優

ゆ う が
雅　幸広・真琴　　　新保

酒井　武
た け と

人　隆広・郁恵　　　中家
大塚　晴

せ い と
渡　祐介・奈美　守門宮原

お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口と世帯数（Ｈ２９．２．１）
人口 うち外国人 増減

男 18,291     43   -24
女 19,166   128   -22
計 37,457   171   -46

世帯数 13,282   -16

（１月２１日～２月２０日届出分）ひとのうごき
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魚
沼
っ
子

№

21

がんばる
こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率
８０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

児童絵画 今月は堀之内小学校の児童の作品です
№

143

「笑顔の私」
６年  石　田　　光　さん

「私のお気に入りの場所」
６年  下　村　真　穂  さん

しょうゆ　　　小さじ２
かつおぶし　　ミニ１袋

小松菜とカニカマのあえもの（副菜）

①小松菜は３㎝の長さに切る。
にんじんは３㎝の長さのせん切りにする。
カニカマは手でほぐしておく。
ゆずの皮はせん切りにする。
②①のにんじん、小松菜を順に沸騰した湯に入れてゆ
でて、冷水にとり、水気をよく絞る。
③ボウルに②のゆでた野菜とカニカマ、ゆずの皮を入
れて、しょうゆとかつおぶしであえる。

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会
エネルギー　28kcal　　　　たんぱく質　3.0 ｇ
炭水化物　4.4 ｇ　  脂質　0.2 ｇ　塩分　0.6 ｇ

< 具だくさんで減塩 >
汁物を作る時は、野菜を多く具だくさんにするとよいです。お椀に
盛った時に、野菜たっぷりで汁が少なめの一杯になります。飲む汁
の量が減るので、減塩になります。

材料（４人分）
小松菜　　　  　　１わ
にんじん　　　　1/3 本
カニカマ　　　　　４本
※塩分ひかえめなもの
ゆず皮　　　　　　少々

No.11

食まちうおぬま
レ・シ・ピ

ミニミニクッキングをリニューアル

しょうゆ　　　小さじ２
かつおぶし　　ミニ１袋

　

小
出
中
学
校
剣
道
部
が
、
四
市
二
郡
、
県

大
会
予
選
を
勝
ち
抜
き
、
新
潟
県
代
表
と
し

て
３
月
（
２５
日
～
２６
日
）
に
群
馬
県
で
開
催

さ
れ
る
「
第
３７
回
東
日
本
中
学
校
選
抜
剣
道

大
会
」
に
出
場
し
ま
す
。「
先
生
や
家
族
に
感

謝
を
忘
れ
ず
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
全
力
で

戦
っ
て
き
ま
す
。」
と
話
す
部
長
の
高
橋
凜り
ん

く

ん
。
寒
風
吹
き
荒
れ
る
中
、
白
い
息
を
吐
き

な
が
ら
、
厳
し
い
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
し
た
。

が
ん
ば
れ
小
出
中
剣
道
部
。

佐藤世
せ ら

良くん（２年）、櫻井結
ゆ う と

斗くん（２年）、大平鼓
こ ど う

童くん（２年）
高橋    凜

りん

くん（２年） 、須佐颯
ふ う が

芽くん（２年）、新野蒼
そ う た

太くん（１年）

小出中剣道部いざ出陣！ 全国へ挑む

左
か
ら


